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市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク

市民体育祭キンボール大会市民体育祭キンボール大会市民体育祭キンボール大会 搬入先の一部が変わります
ごみの分別・収集と
搬入先の一部が変わります



平成28年度から、小山広域保健衛生組合南部清掃センター（野木町）、小山中央エネルギー回収施設（小山市）
の供用開始により、柴の北部清掃センターの稼働が終了となります。また、これに伴い、主に南河内・国分寺
地区にお住まいの方について、来年４月からの収集・分別及びごみの直接搬入先の一部が変わります。

○燃やせるごみと可燃系粗大ごみの直接搬入先が、中央清掃センターに変わります。
○剪定枝とプラ容器包装（現在のビニ・プラ）の直接搬入先が、南部清掃センターに変わります。
　（※不燃ごみ・資源物・不燃系粗大ごみ等の搬入先は、これまで通り中央清掃センターで変わりません）

平成28年4月から

ごみの分別・収集と
搬入先の一部が変わります

問い合わせ先
環境課

☎40-5559

変更点①　ごみの収集・分別が一部変わります

変更点②　ごみの直接搬入先が一部変わります

・ 燃やせるごみを入れる袋が、透明または半
透明のポリ袋に変わります。（当分の間、現
在お使いの紙袋もお使いいただけます。）

・ 「ビニ・プラ」が「プラ容器包装」に変わり
ます。（詳しくは次のページをご覧くだ
さい）

南河内・国分寺
地 区 の 方 の み

・北部清掃センター稼働終了により、直接搬入先が一部変わります。南河内・国分寺
地区の方のみ

・「プラ容器包装」の収集日が、これまでの週１回から週２回になります。
　（A地区は火・金曜日、B地区は月・木曜日）石橋地区の方のみ

中央清掃センター 南部清掃センター
小山市塩沢576-15
☎0285-24-3194

野木町大字南赤塚1513-2
 ☎0280-57-3173

中央清掃センター

南部清掃センター

➡
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
に
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
な
い
？

問
１

国分寺・南河内地区の皆様へ

平成28年4月から、ビニール・プラスチック類のごみを出す日が

『ビニプラ』の日から『プラ容器包装』の日に変わります!
現在、国分寺・南河内地区にお住まいの方には、ビニールや軟質プラスチック類ごみを「ビニ・プ
ラ」の日にお出しいただいていますが、来年４月よりこの「ビニ・プラ」という名称を「プラ容器包装」
と改めます。
これらのビニールやプラスチック類については、正しく分別いただいたうえ、「プラ容器包装」の日
にお出しくださるようお願いします。

食料品や日用品などの商品が販売されるときに使われているプラ
スチック製の入れ物（容器）や包んだもの（包装）のことで、中身（商
品）を使った後は“ごみ”となってしまう物です。
主なものは、レジ袋、商品の包装フィルム、生鮮食料品のトレイ、
カップ麺の容器、シャンプーや洗剤のボトルなどで、“プラマーク”
がついているものが目印となります。プラマークのないビニール・
プラスチック類及びプラスチック製の商品そのものについては、燃
やせるごみの日にお出しください。

プラスチック製容器包装は、週２回、お住まいの地域ごとに決め
られた曜日に収集します。収集曜日は、お住まいの地域の「行政カ
レンダー」で確認してください。
　また、お出しいただく際は、中身を完全に使い切り、汚れたもの
は水でさっと洗ってから、透明または半透明のビニール袋（レジ袋
も可）にまとめて入れて収集場所へお出しください。

食品の残りなどが付着し、
洗っても汚れがとれない
プラスチックは、リサイ
クルの過程において支障
が生じますので『燃やせ
るごみ』でお出しください。

以下のようなものが対象品目です。

　プラ容器包装（プラスチック製容器包装）とは？

　ごみステーションへの出し方

　プラ容器包装として分別いただく主なもの

■袋類 ■フィルム・ラップ類 ■ボトル類 ■カップ・パック類

■ふた類 ■トレイ類 ■発泡スチロール製の
　緩衝剤等 ご注意ください！

このマークが目印です
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年度 年度 年度 年度 年度 年度

家庭系ごみ
事業系ごみ

年度 年度 年度 年度 年度 年度

家庭系ごみ
事業系ごみ

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
あ
る
。
後
期
旧
石
器
時
代
（
１
万
３
千
年
前
頃
）
の
遺
跡
が
市
内
で
複
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度　

下
野
市
の
ご
み
収
集
量
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

〜 

下
野
市
の
ご
み
収
集
量
等
の
実
績
に
つ
い
て
、
地
区
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す 

〜 

　

日
頃
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
市
で
収
集
し

た
ご
み
の
量
は
下
記
の
と
お
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
家
庭
系
ご
み
の
総

量
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

２
１
８
ト
ン
（
１
・
６
％
）
減
の

１
３
，6
４
５
ト
ン
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
市
民
１
日
１
人
当

た
り
の
ご
み
の
量
に
換
算
す
る

と
6
２
２
ｇ
と
な
り
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
11
ｇ
の
減
量
と
な

り
ま
す
。

　

ご
み
を
減
量
す
る
に
は
き
ち

ん
と
分
別
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
効
果
的
で
す
が
、
家
庭
に

不
要
な
も
の
を
持
ち
込
ま
な
い

と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
特

に
使
い
捨
て
の
象
徴
で
も
あ
る

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
た
め
、
買

い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用

い
た
だ
き
、
使
い
捨
て
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
皆
さ
ま
の
更
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■家庭ごみの総量（単位：トン/年）
　南河内・国分寺地区

■ごみの量
　南河内・国分寺地区

■家庭系ごみ１人当たりの排出量（単位：g/人/日） ■１人当たりのごみ処理経費 （事業系含む）（単位：円）

石橋地区

石橋地区

区　分 家庭系ごみ 事業系ごみ
①燃やせるごみ 5,126 825
②不燃ごみ 1,037 90
③資源物 1,501 5
びん・缶・ペットボトル 455 4
新聞・段ボール・雑誌・
紙パック・古布・小枝 1,046 1

④ビニール・軟質プラスチック 799 129
⑤粗大ごみ 26 0
⑥乾電池 11 0
⑦アスベスト含有物・有害ごみ 4 0

合　計 8,504 1,049

24年度 25年度 26年度
南河内・国分寺地区 603 607 600
石橋地区 728 678 662

24年度 25年度 26年度
南河内・国分寺地区 9,763 9,193 11,416
石橋地区 5,503 4,691 5,201

区　分 家庭系ごみ 事業系ごみ
①燃えるごみ 4,179 733
②不燃ごみ 107 4
③資源物 583 11
びん・缶・ペットボトル 293 11
新聞・段ボール・雑誌・
紙パック・古布・小枝 290 0

④プラ容器包装 229 0
⑤粗大ごみ 27 1
⑥有害ごみ 16 0

合　計 5,141 749
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省
エ
ネ
応
援
団

募
集
中
!

　

栃
木
県
で
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢

献
す
る
技
術
等
を
県
内
の
事
業

所
に
提
供
す
る
事
業
者
【
通
称
・

省
エ
ネ
応
援
団
】
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
応
援
団
の
登
録
を
受

け
る
と
、
県
が
登
録
事
業
所
に

つ
い
て
公
表
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
各

種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
を
受

け
た
り
、
応
援
団
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
印
刷
物
等
に

使
用
で
き
る
な
ど
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
地
球
温
暖
化
対
策
課

　

☎
０
２
８
６
２
３-

３
１
８
７

■ 

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
お
住
ま
い
の
地
区
以

外
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

み
を
出
し
て
い
る
人
が
い
る
と

い
う
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
区

で
設
置
し
、
そ
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
が
共
同
で
管
理
し
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
。
決
め

ら
れ
た
場
所
・
日
時
に
適
正
排

出
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。
一
部
の
例

外
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
１
０
０
０
万
円
（
法
人

は
３
億
円
）
以
下
の
罰
金
ま

た
は
こ
れ
ら
の
併
科
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
例
外
と
さ
れ

た
場
合
で
も
周
辺
環
境
へ
の
悪

影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、

直
接
指
導
に
伺
い
、
行
為
を
中

止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

旧
石
器
時
代
〜
縄
文
時
代
頃
に
は
、
市
内
に
大
型
の
ケ
モ
ノ
（
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
）
が
た
く
さ
ん
い
た
？

問
2

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
の
出
し
方
の

お
願
い
で
す

■
庭
で
刈
り
取
っ
た
草
を

　

ご
み
出
し
す
る
と
き
は

　

草
は
、
根
に
土
が
つ
い
て
い

る
と
少
量
で
も
重
量
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
草
は

乾
燥
さ
せ
水
分
を
飛
ば
し
、
根

に
つ
い
て
い
る
土
を
よ
く
落
と

し
、
燃
え
る
ご
み
（
生
ご
み
）

の
日
に
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
有
害
ご
み
の
出
し
方

　

分
け
方
・
出
し
方
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え

分
類
し
、
一
つ
の
袋
に
混
入
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

使
い
き
っ
て
穴
を
開
け
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は

　

収
集
し
ま
せ
ん

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

○ 

袋
な
ど
の
種
類
が
違
っ
て
い

る
ご
み

○
出
す
日
が
違
っ
て
い
る
ご
み

○ 

収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
（
必
ず
朝
８
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
）

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
例
外
と
な
る
場
合

・ 

廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適

合
し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る

場
合

・ 

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣

習
上
や
む
を
得
な
い
も
の

・ 

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
な
ど

10
月
は

「
３
Ｒ
推
進
月
間
」で
す
！

　

３
Ｒ
と
は
、
資
源
の
無
駄
遣

い
を
な
く
し
、
ご
み
を
減
ら

す
【Reduse

】、
使
え
る
も
の

を
再
使
用
す
る
【Reuse

】、
そ

し
て
資
源
を
再
生
利
用
す
る

【Recycle

】
の
こ
と
で
、
環
境

と
経
済
を
両
立
す
る
循
環
型
社

会
の
構
築
に
か
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」

「
過
剰
包
装
を
避
け
る
」「
分
別

回
収
を
徹
底
す
る
」
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
ま
す
』　
『
譲
っ

て
く
だ
さ
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ベ
ビ
ー
キ
ャ

リ
ア
・
赤
ち
ゃ
ん
用
体
重
計
・
登
山

用
雨
具
（
子
ど
も
用
）・
オ
ム
ツ
カ
バ
ー

（
新
生
児
用
）・
犬
の
ゲ
ー
ジ
（
約
0.6
×

1.0
×
0.7
ｍ
）・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
両
対
面
式
ベ
ビ
ー

カ
ー
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
上
下
（
男

児
１
２
０
セ
ン
チ
）・
女
児
服
（
１
０
０

㎝
）・
男
児
服
（
95
〜
１
０
０
㎝
）・
石

橋
幼
稚
園
制
服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・

石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男
児
１
３
０
㎝
）・

七
五
三
の
五
歳
男
子
用
袴
セ
ッ
ト
・

七
五
三
七
歳
用
女
の
子
着
物
セ
ッ
ト
・

水
着
（
女
児
１
３
０
㎝
）・
ス
ク
ー
ル

水
着
（
女
児
１
４
０
㎝
無
地
紺
色
）・

ス
ク
ー
ル
水
着
（
男
児
１
４
０
㎝ 

無

地
紺
色
ハ
ー
フ
丈
）・
電
子
ピ
ア
ノ
・

お
む
つ
カ
バ
ー
・
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
（
扉

つ
き
）・
赤
ち
ゃ
ん
用
体
重
計
・
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
・
リ
フ
レ
の
水
着
・（
女

児
１
４
０
㎝
）・
ハ
ン
モ
ッ
ク
・
車
い

す
２
台
・
扇
風
機
・
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
ピ
ア
ノ

の
補
助
台
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
（
ス

ト
ラ
イ
ダ
ー
）・
子
供
用
自
転
車
（
20

〜
22
イ
ン
チ
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】 

い
ま
し
た
。自
治
医
科
大
学
周
辺
の
住
宅
地
開
発
に
先
立
ち
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
は
、多
数
の
落
と
し
穴
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

落
と
し
穴
で
ケ
モ
ノ 

を
獲
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第21回栃木県民福祉のつどいが８
月27日、宇都宮市文化会館にて行わ
れ、民生委員児童委員の庄司信行さ
ん、手塚民子さん（石橋地区）、阿久
津要子さん（国分寺地区）の３名が
栃木県知事表彰、倉井金男さん、藤
原美枝さん、小島良江さん、武藤チ
イさん、黒須智子さん、小林靖さん
（石橋地区）、泉俊之さん、花田美枝
さん（国分寺地区）、小林彌榮子さん、
渡邊欣宥さん、長美智子さん、中田
敦子さん（南河内地区）の12名が栃
木県社会福祉協議会会長表彰を受賞
されました。受賞された方々は、長
年にわたり地域住民の立場に立って
相談・援助を行い、社会福祉の増進
に尽力されています。

下古山の星宮神社で8月22日・23日にかか
し祭りが開催されました。今年も神社周辺
の田んぼ道に、今話題のキャラクターやと
てもユニークなかかしずらりと並びました。
訪れた人はお気に入りのかかしと一緒に記
念撮影するなど楽しんでいました。とても
かわいい、下野市の観光大使「カンピくん」
のかかしもありました。

７月25日に仁良川農村環境保全会、８月８日に蟹
川農村環境保全会、８月23日に武名瀬川農村環境保
全会で、生きもの調査が行われました。また、８月
８日には仁良川農村環境保全会で、生きもの調査の
結果をもとにした生きものマップづくりが行われま
した。生きもの調査は、日本型直接支払における多
面的機能支払交付金
を活用した活動で
す。こうした生きも
の調査は、地域の交
流を深めるだけでな
く、田んぼまわりの
生態系保全にも繋が
ります。 

生きもの調査が行われました
子どもたちと一緒に田んぼまわりの
生きものと触れ合いました

緑3丁目北自治会（自主防災会）が防災訓練を実施
緑3丁目北自治会（自主防災会・神谷雅美会長）

が９月12日に、緑小学校において防災訓練を行いま
した。
当日は、石橋消防署員の指導により、水消火器を

使った消火訓練や煙道体験を行いました。
また、起震車を使った震度７の地震体験も行われ、

訓練参加者は、実際には体験したことがない揺れの
強さに驚きの様子を浮かべながら必死に体を支えて
いました。

古山のかかし祭り
下野市民生委員児童委員の
15名が受賞されました

紅花染め体験講座を行いました
毎年恒例の紅花染めの体験講座を、8月21日に行いました。
紅花は、5月中旬に下野薬師寺歴史館と下野薬師寺ボランティアの
会との協働事業で種を撒きました。7月上旬に咲きはじめ、7月22日
に紅花摘み体験を行い多くの花びらを摘みました。この摘んだ花を
使用し、栃木県の無形文化財工芸技術保持者の日下田正先生と弟子
の町田陽先生を講師にお招きしハンカチを染めました。自分達の摘
んだ紅花を使用し、鮮やかな色に染まったハンカチに参加者は感動
していました。

起震車による震度７体験

Shimotsuke
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か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
他
人
に
む
や

み
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

20-

０
１
７
８

※ 

IP
電
話
等
で
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
☎
０
５
０-

３
８
１
６-

９
４
０
５

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

30
分
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

　

市
民
課　

☎
40-

５
５
５
７

　

：http://www.soum
u.go.jp/

kojinbango_card/

（
総
務
省
HP
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」が
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始

に
伴
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
方
に
付
番
さ
れ

る
12
ケ
タ
の
番
号
で
す
。
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分

野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人

の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
11
月
末
に
か
け

て
、
皆
様
の
住
民
登
録
地
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
通
知
が
簡

易
書
留
・
転
送
不
要
で
届
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う

番
号
で
す
。
届
い
た
書
類
は
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

便
乗
し
た
不
正
な
勧
誘
お

よ
び
個
人
情
報
の
取
得
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
知

前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

関
係
で
行
政
機
関
か
ら
手

続
き
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

送られてくる封筒には、
マイナンバーの「通知カード」
「個人番号カード」の申請書
マイナンバーについての説明書
が入っているよ。
大切にしてね。まちがって捨てないでね。

郵送で住民票のある方に配布される
通知カード（紙製）

同封の申請書と返信用封
筒を使って、「個人番号
カード」の申請もできるよ。

希望者が申請すると取得できる
個人番号カード（プラ製）
※ マイナンバーはカード裏面に記載
されます

○本人確認の身分証明書として
○電子証明書として（e-Taxなどに使用）
○コンビニ交付の利用に※
※ 下野市では、住民票と印鑑証明書をコンビニで受取れます。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、

年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療
保
険

の
手
続
き
、
生
活
保
護
、
児
童

手
当
そ
の
他
福
祉
の
給
付
、
確

定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
き
な

ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

民
間
企
業
で
も
法
律
で
定
め

ら
れ
た
目
的
で
あ
れ
ば
、
勤
務

先
や
金
融
機
関
な
ど
に
、
ご
本

人
や
ご
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
不
正
に
入
手
す
る
こ
と

や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
扱
う

方
が
不
当
に
提
供
す
る
と
、
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
所
か
ら
電

話
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
内
に
ヒ
ト
が
定
住
し
た
の
は
、
縄
文
時
代
で
あ
る
？

問
3

Shimotsuke
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平
成
28
年

成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

下
野
市
の
成
人
式
で
は
、
毎

年
新
成
人
が「
成
人
式
実
行
委

員
」と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も「
平
成
28
年
成
人
式

実
行
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
28
年
成
人
式
に
出
席
す

る
新
成
人
者

■
募
集
人
数

　

国
分
寺
・
石
橋
・
南
河
内
地

区
各
４
〜
５
名

■
内
容

　

成
人
式
式
典
に
お
け
る
開

式
・
閉
式
の
こ
と
ば
、
司
会
進

行
、
謝
辞
、
宣
誓

■
申
し
込
み

　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
生
涯
学
習
文
化
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
事
前
打
ち
合
わ
せ
は
、
メ
ー

ル
や
電
話
で
行
い
ま
す
。
リ

ハ
ー
サ
ル
は
成
人
式
前
日
に
実

施
し
ま
す
。

　

詳
細
は
応
募
者
に
直
接
連
絡

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎(

52)

１
１
１
９

　

(

52)

２
６
２
４

　

 
syougaigakusyuubunka

　

@
city.shim

otsuke.lg.jp
昨年のようす

平成２8年下野市成人式開催のお知らせ

　輝かしい2016年の新春、晴れて成人の日を迎えられます皆さま、おめでとうございます。
皆さまの門出を祝福すべく、本年も成人式を次のとおり挙行します。
■日　時　　平成28年１月10日㈰　午前９時受付　10時開式
■場　所　　国分寺地区：国分寺公民館 ／ 石橋地区：グリムの館 
　　　　　　南河内地区：南河内公民館
■対　象　　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方
〈案内状について〉
　市内在住の方には、10月中に発送予定です。
９月１日現在、当市に住民票のない方（市外に転出した方）、またはそれ以降に転入した方で、参加
を希望する場合は、電話、メールまたはホームページよりお申し込みください。
　　※メールの場合は、①氏名（ふりがな）②性別 ③参加会場（国分寺・石橋・南河内）④案内状送付先住所
　　　　　　　　　　⑤電話番号を入力し、生涯学習文化課宛メールアドレスに送信してください。

【問い合わせ先】生涯学習文化課　☎52‒1119
　　　　　　　　メールアドレス  syougaigakusyuubunka@city.shimotsuke.lg.jp

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】 

△　
　

旧
石
器
時
代
の
ヒ
ト
は
、
ケ
モ
ノ
を
追
っ
て
移
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
器
を
使
え
る
よ
う
に
な

る
と
食
生
活
が
変
わ
り
定
住
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
国
分
寺
跡
の
礎
石
は
大
理
石
で
あ
る
？

問
4

作
っ
て
み
よ
う

Ｃ
Ｄ
広
報
し
も
つ
け

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
こ
だ

ま
」自
主
企
画
講
座「
作
っ
て
み

よ
う
Ｃ
Ｄ
広
報
し
も
つ
け
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
の
不
自
由
な
方
に「
広
報
し

も
つ
け
」を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
広
報
を
音
訳
、
デ
ジ
タ

ル
録
音
・
編
集
を
し
、
Ｃ
Ｄ
を

作
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
マ

イ
ク
に
向
か
っ
て
広
報
を
読
ん

だ
り
、
音
声
編
集
ソ
フ
ト
を
操

作
し
た
り
、
初
め
て
の
体
験
に

緊
張
し
て
い
た
受
講
者
で
す
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
慣
れ
て
き

た
様
子
。「
音
訳
を
楽
し
み
な
が

ら
誰
か
の
お
役
に
た
て
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
の
で
す
ね
」と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

■ 

講
座
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま　

代
表　

久
野
☎（
44)

６
３
４
４

「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
２
０
１
５
」を
開
催

し
ま
す

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

登
録
す
る
市
民
活
動
団
体
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
登
録
者

が
出
展
し
、
パ
ネ
ル
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
場
所　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
駐
車
場　

南
河
内
第
二
中
学

校
、
緑
小
学
校

■
内
容

◇ 

各
団
体
・
個
人
の
活
動
内
容

の
紹
介
や
作
品
展
示

◇ 

模
擬
店（
お
こ
わ
、
う
ど
ん
、

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
焼
き
そ
ば
、
石

焼
い
も
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）

◇ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
、
昔
遊
び
、
マ
ス
コ
ッ

ト
作
り
、
足
踏
み
式
人
力
発

電
体
験
な
ど
）

◇ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映（
下
野
薬
師
寺
紹

介
、
小
中
学
校
音
楽
祭
・
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
）

◇ 
そ
の
他（
創
作
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
）

ゆ
ー
こ
の
部
屋

「
宇
都
宮
の
気
温
デ
ー
タ
か

ら
見
た
二
十
四
節
気
」

　

二
十
四
節
気
は
、
中
国
黄
河

流
域
の
季
節
進
行
に
準
じ
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

日
本
の
季
節
変
化
と
ズ
レ
て
い

る
の
で
は
？
と
度
々
指
摘
さ
れ

ま
す
。
実
際
は
ど
う
な
の
か
、

宇
都
宮
気
象
台
の
気
温
観
測

デ
ー
タ
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
日
程

　

10
月
22
日
㈭

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■ 

講
師　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

川
上　

政
弘　

氏

　
（
気
象
予
報
士
）

■
定
員　

先
着
16
名
程
度

■
受
付　

10
月
13
日
㈫
〜
20
日

㈫ (

日
祝
・
水
を
除
く)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎(

40)

０
９
１
１

■
費
用

　

３
，５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、１
，５
０
０
円
）

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　
10
月
29
日
㈭・
30
日
㈮
の
２
日
間

　

午
前
９
時
〜

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 
パ
ソ
コ
ン
は
、
各
自
持
ち
込

み
と
な
り
ま
す
。
用
意
で
き
な

い
方
は
当
方
に
て
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎(

40)

０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談

窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
２
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎(

40)

０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座（
は
じ
め
て
の
デ
ジ
タ

ル
写
真
編
集
と
年
賀
状
作

成
）受
講
者
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業

に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
の
優
れ
た
レ
イ
ア
ウ

ト
機
能
を
使
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

写
真
編
集
、
そ
し
て
年
賀
状
作

成
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

し
て
操
作
を
身
に
つ
け
た
い
方
、

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時

　

11
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
・
28
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　

15
名（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

■
対
象

　

ワ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
方

■
テ
キ
ス
ト

　

FO
M

出
版「
デ
ジ
タ
ル
写

真
自
由
自
在
」M

icrosoft 
O
ffice

用
で
す
。
他
の
ソ
フ
ト

で
は
対
応
で
き
な
い
操
作
も
あ

り
ま
す
。

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
×　

凝
灰
岩
（
通
称
大
谷
石
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
採
掘
地
点
は
不
明
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(

手
作
り
体
験
教
室)

　

文
化
祭
の
記
念
に
、
素
敵
な

作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
ブ
ド
ウ
の
壁
掛
け

②
押
し
花
の
し
お
り
等

③ 

か
ぎ
針
編
み
・
お
し
ゃ
れ
マ

フ
ラ
ー

■
開
催
日　

10
月
24
日
㈯
〜

　
　
　
　
　

10
月
25
日
㈰

■
会
場　

南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー

※ 

参
加
費
は
材
料
費
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

〔
予
約
受
付
10
月
14
日
ま
で
〕

※ 

荒
天
等
に
よ
り
内
容
が
一
部

変
更
ま
た
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 「
し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化

祭
」実
行
委
員
会
事
務
局

　

生
涯
学
習
文
化
課
内

　
☎(

52)

１
１
１
9

　
　
　

下
野
市
制
10
周
年
記
念
事
業

　
　

文
化
講
演
会

　

と
ち
ぎ

テ
レ
ビ
や

Ｃ
Ｒ
Ｔ
栃

木
放
送
で

活
躍
中
の

那
須
郡
出
身
の
方
言
作
家　
嶋　

均
三
氏
を
お
招
き
し
、
記
念
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
10
月
17
日
㈯

　
午
前
9
時
開
演
〔
午
前
8
時
40

分
開
場
〕

■
会
場

　
国
分
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

■
内
容　
『
栃
木
の
方
言
と
文
化
』

※
入
場
無
料
・(

約
２
０
０
席)

※ 

先
着
順
に
座
席
指
定
券
を
配
布

し
、
ご
入
場
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

　

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
、
抽
選

会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ス
タ

ン
プ
の
設
置
場
所
は
国
分
寺
公

民
館
、
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、

グ
リ
ム
の
館
の
3
か
所
で
す
。

上
記
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
文
化
祭
開
催
時
間
内
に

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

特
賞　

下
野
市
特
産
品
詰
合
せ

セ
ッ
ト
3
本

Ａ
賞　

 

道
の
駅
し
も
つ
け
商
品

券
7
本

Ｂ
賞　

グ
リ
ム
グ
ッ
ズ
20
本

※ 

チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
応
募

券
を
持
参
の
う
え
、
11
月
3

日
㈫
の
抽
選
会(

グ
リ
ム
の

館)

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
は
全
戸
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
各
会
場
に
も
設
置
し

ま
す
。

記
念
公
演

　

栃
木
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト

ロ
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
3
日
㈫

　

午
後
1
時
開
演〔
0
時
40
分

開
場
〕

■
会
場　

グ
リ
ム
の
館

　

記
念
公
演
は
概
ね
50
分
を
予

定
し
て
お
り
、
終
了
後
は
舞
台

部
門(

コ
ー
ラ
ス
ほ
か)

の
発
表

会
が
あ
り
ま
す
。

※
入
場
無
料
・

(

約
２
０
０
席)

※ 

先
着
順
に
座

席
指
定
券
を

配
布
し
、
ご

入
場
い
た
だ

き
ま
す
。

〜
あ
り
が
と
う
！
10
周
年
。
つ
な
げ
よ
う
！
下
野
の
文
化
。
〜

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
５

　
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
市
民
芸
術
文

化
祭
。
今
年
も
10
月
17
日
㈯
を
皮

切
り
に
11
月
3
日
㈫
ま
で
開
催
し

ま
す
。

　
今
回
は
下
野
市
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
講
演
会

や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
文
化
活
動
の
中
か

ら
、
活
気
あ
ふ
れ
る
舞
台
発
表
や

力
作
ぞ
ろ
い
の
展
示
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 舞台部門

〈国分寺公民館〉
　10月17日㈯　 開会式・文化講演会・芸能

の祭典Ⅰ(民謡、舞踊)
　10月18日㈰　 芸能の祭典Ⅱ(吟詠、ダンス、

邦楽、洋楽、郷土芸能)
　10月24日㈯　歌の祭典(歌謡)
　10月25日㈰　音楽の祭典(ロック、他)
〈グリムの館〉
　11月3日㈫　 グリム♪ミュージックフェア♪

スタンプラリー、抽選会、閉会式

 展示部門　

〈グリムの館〉
・茶華道展　　：10月17日㈯、18日㈰
・市民の書道展：10月22日㈭～25日㈰
・人権作品展　：10月17日㈯～11月3日㈫
〈南河内体育センター〉
・市民の作品展：10月24日㈯、25日㈰
　　※手作り体験講座が受講できます。

Shimotsuke
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市
で
は
、
文
化
（
芸
術
、
科
学
）
活
動
及
び

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
小
中
学

生
は
学
校
長
推
薦
、一
般
（
高
校
・
大
学
を
含
む
）

は
推
薦
及
び
申
し
出
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
期
間　

平
成
27
年
１
月
〜
12
月
に
開
催

さ
れ
る
大
会
・
展
覧
会
等
（
年
末
ま
で
に
結
果

が
出
る
も
の
も
含
む
）

■
締
切
日　

平
成
27
年
11
月
10
日
㈫　
（
締
切

日
以
降
の
大
会
等
に
つ
い
て
は
随
時
受
付
）

■
表
彰
式　

・
市
長
表
彰
・
教
育
委
員
会
表
彰

…
…
… 

平
成
28
年
１
月

・
体
育
協
会
会
長
表
彰

…
…
… 

平
成
28
年
４
月

■
申
請
先　

【
文
化
活
動
】　　
　

教
育
総
務
課
ま
で

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】　

小
中
学
生
の
学
校
長
推
薦

は
教
育
総
務
課
、
一
般
（
高
校
・
大
学
を
含
む
）

の
推
薦
及
び
申
し
出
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で

※ 

申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※ 

表
彰
者
の
決
定
は
、
表
彰
ご
と
の
基
準
に
よ

り
審
査
会
の
審
議
を
経
て
の
決
定
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
申
請
者
（
申
出
者
）
全
員

が
表
彰
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

文化活動及びスポーツ活動における表彰制度

文
化
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

お
け
る
表
彰
制
度
の
ご
案
内

輝
け
る
人
を

　
　

 

表
彰
し
ま
す

区
分
問
合
活
動 表彰の基準

市
長
表
彰【
市
民
賞
】総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

文
化

国の行政機関が主催、共催または後援する評価
が定着している全国規模以上の展覧会、コン
クール等において、最高位またはこれに準ずる
成績を収めた市内に在住、在学、在勤する方

ス
ポ
ー
ツ

全国規模以上の各種競技会（県主催の予選会等
を経て県を代表して出場する国内大会）におい
て、３位以上の成績を収めた市内に在住、在学、
在勤する方
・国民体育大会
・ 財団法人日本体育協会加盟の中央競技団体が
主催する大会
・全国小・中・高等学校体育連盟が主催する大
会
・全国高等学校野球連盟が主催する大会
・日本選手権大会
・全日本学生選手権大会
・ 日本障害者スポーツ協会が認めた障害者全国
大会

市
長
表
彰【
市
民
栄
誉
賞
】

文
化

国を代表して参加する世界的な展覧会等におい
て、特に本市の名声を高め、広く市民に敬愛さ
れている市内に在住、在学または在勤する方及
び本市出身の方

ス
ポ
ー
ツ

下記に規定する各種競技会（国際大会）において
活躍し、本市の名声を高め、広く市民に敬愛さ
れている市内に在住、在学または在勤する方及
び本市出身の方
・オリンピック・パラリンピック・デフリンピック　出場
・ワールドカップ　入賞
・世界選手権大会（ジュニア大会を含む）　入賞
・アジア競技大会（ジュニア大会を含む）　3位以上
・ユニバーシアード大会　3位

教
育
委
員
会
表
彰【
優
秀
優
良
者
】

教
育
総
務
課　

☎（
52
）１
１
１
７

文
化
活
動

下記の大会等において、いずれかの成績を収め
た市内に在住する若しくは市内の小中学校に在
籍する個人または市内に所在する団体
【小中学生（市外の学校へ通学する方も含む）】
・県大会や県コンクール　　最優秀の成績
・県、県教育委員会主催の作品募集
　　　　　　　　　　　　　最優秀の成績
・県代表として全国大会等　優秀な成績
・全国規模以上の大会等　　優秀な成績
【一　般（高校・大学生を含む）】
全国規模以上の大会等　　　優秀な成績
※以上の大会等は、国または県の行政機関が主
催、共催又は後援するものに限ります
※市長表彰対象者は除く

区
分
問
合
活
動 表彰の基準

教
育
委
員
会
表
彰【
優
秀
優
良
者
】

教
育
総
務
課　

☎（
52
）１
１
１
７

ス
ポ
ー
ツ

下記の大会等において、いずれかの成績を収め
た市内に在住する若しくは市内の小中学校に在
籍する個人または市内に所在する団体
【小中学生（市外の学校へ通学する方も含む）】
栃木県中学校体育連盟実施競技において
・県大会　優勝
・県大会より上位の大会　優秀な成績
【高校生（市外の学校へ通学する方も含む）】
　栃木県高等学校体育連盟または栃木県高等学
校野球連盟実施競技において
・県大会　　　　　　　　　　　優勝
・県大会より上位の大会　　　　優秀な成績
【一　般】
栃木県体育協会加盟競技団体実施競技において
・県大会　　　　　　　　　　　優勝
・県大会より上位の大会　　　　優秀な成績
※市長表彰対象者は除く

体
育
協
会
会
長
表
彰【
一
般
表
彰
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
52
）１
１
２
４

ス
ポ
ー
ツ

体育協会の加盟団体代表者から推薦のあった下
記の大会に出場し、基準に該当する個人または
団体
・国民体育大会　　　　　出場
・全国大会　　　　　　　出場
・関東大会　　　　　　　優秀な成績
・県民スポーツ大会　　　優勝
・スポーツ少年団交流大会：県大会（小学生）　
　優勝
・ スポーツ少年団交流大会：県大会より上位の
大会（小学生）　優秀な成績
※市長表彰者・教育委員会表彰者は除く

福
祉
事
務
所
長
表
彰

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉

福祉の振興発展に貢献し、その功績が顕著なも
の及び模範となる業績または功績があった個人
または団体
・栃木県障害者スポーツ協会主催による大会　
　優勝
・全国健康福祉祭　優勝・最優秀賞
・ 地域福祉に貢献し、福祉事務所長が特に認め
るもの
※この規定による表彰を受けた者は除く

Shimotsuke
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・
60
歳
以
上（
男
子
）

・
高
校
生
以
上
39
歳
以
下（
女
子
）

・
40
歳
以
上（
女
子
）

③
う
す
ず
み
コ
ー
ス（
５
㎞
）

・
高
校
生
以
上
49
歳
以
下（
男
子
）

・
50
歳
以
上（
男
子
）

・
高
校
生
以
上（
女
子
）

・
中
学
生
男
子

・
中
学
生
女
子

④
か
ん
ぴ
ょ
う
コ
ー
ス（
３
㎞
）

・
小
学
生
男
子（
５・６
年
生
）

・
小
学
生
女
子（
５・６
年
生
）

⑤
む
ら
さ
き
コ
ー
ス（
２
㎞
）

・
小
学
生
男
子（
３・４
年
生
）

・
小
学
生
女
子（
３・４
年
生
）

⑥
お
や
こ
コ
ー
ス（
１
㎞
）

・ 
親
子
ペ
ア（
小
学
１・２
年
生
と

そ
の
父
親
）

・ 

親
子
ペ
ア（
小
学
１・２
年
生
と

そ
の
母
親
）

■
参
加
資
格

　

ア
マ
チ
ュ
ア
で
健
康
な
方

■
参
加
料

①
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

２
，５
０
０
円

②
一
般・
親
子
ペ
ア

　

２
，０
０
０
円

③
小・
中
学
生

　

１
，０
０
０
円

　

下
野
市
の
冬
の
風
物
詩
、「
第

10
回
下
野
市
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」が
１
月
11
㈪
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
は
、
下
野
市
制

施
行
10
周
年
記
念
と
し
て
ゲ
ス

ト
ラ
ン
ナ
ー
を
招
待
す
る
な
ど
、

例
年
以
上
に
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　

厳
冬
の
青
空
の
も
と
、
力
い
っ

ぱ
い
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
思
い
っ
き

り
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　

１
月
11
日
㈪
雨
天
決
行

■
開
会
式　

午
前
９
時

■
ス
タ
ー
ト

　

午
前
９
時
55
分
〜
11
時
25
分

■
会
場　

天
平
の
丘
公
園

■
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

　

千
葉　

真
子
さ
ん

■
種
目

①
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

・
高
校
生
以
上
39
歳
以
下（
男
子
）

・
40
歳
以
上
49
歳
以
下（
男
子
）

・
50
歳
以
上
59
歳
以
下（
男
子
）

・
60
歳
以
上(

男
子)

・
高
校
生
以
上
39
歳
以
下（
女
子
）

②
天
平
コ
ー
ス（
10
㎞
）

・
高
校
生
以
上
39
歳
以
下（
男
子
）

・
40
以
上
49
歳
以
下（
男
子
）

・
50
歳
以
上
59
歳
以
下（
男
子
）

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

■
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
郵
便
局
に
て
払
い

込
む
か
、
大
会
事
務
局(

ス
ポ
ー

ツ
交
流
館)

へ
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
の
申
込
み
も
で

き
ま
す
。
詳
細
は
ラ
ン
ネ
ッ
ト

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
要
会
員
登
録
）

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ

イ
ト
（
ラ
ン
ネ
ッ
ト
）

　

http://runnet.jp/

■
申
込
締
切

①
郵
便
振
替

　

11
月
12
日
㈭
消
印
有
効

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ

イ
ト　

11
月
20
日
㈮

※ 
申
込
書（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
は

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
）、
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
各
窓
口
、
そ
の
他
市

役
所
関
係
施
設
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・ 

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
は
事
前
に

送
付
し
ま
す
。
当
日
の
受
付
は

不
要
で
す
が
、
出
場
種
目
の
ス

タ
ー
ト
時
間
を
ご
確
認
の
う
え
、

余
裕
を
も
っ
て
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・ 

今
年
度
よ
り
一
部
種
目
の
年
齢

区
分
が
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
事
務
局

　

(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内)

　

☎（
52
）１
１
２
４

マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

支
え
ら
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
一
緒
に
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

第
10
回
下
野
市
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
通
算
42
回
）参
加
者
募
集

い
に
し
え
の
ま
ち
を
駆
け
抜
け
よ
う
！

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.10
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■
日
時

　

12
月
13
日
㈰

　

小
雨･

小
雪
決
行
。
中
止
決

定
午
前
６
時
（
チ
ー
ム
か
ら
事

務
局
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

予
備
日  

12
月
20
日
㈰

■
開
会
式

　

午
前
８
時
30
分

　

南
河
内
公
民
館
駐
車
場

■
出
発
時
間

　

午
前
10
時

■
参
加
資
格

①
市
内
一
般

　

市
内
在
住
、
在
勤
者
（
高
校

生
以
上
で
編
成
）

②
市
内
中
学
生

　

市
内
中
学
校
生
徒
で
編
成

③
市
内
小
学
校

　

 

市
内
小
学
校
の
児
童
（
４
年

生
以
上)

で
編
成

④
オ
ー
プ
ン

　

 

前
記
以
外
の
者
（
小
学
４
年

生
以
上
）
で
編
成

例
市
外
チ
ー
ム
ま
た
は
市
内･

外
在
住
者
を
含
む
チ
ー
ム

　

小
学
生･

中
学
生･

一
般
の
混

成
チ
ー
ム
等

※ 

出
場
チ
ー
ム
は
競
技
役
員
２

名
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰

① 

各
部
門
と
も
優
勝･

準
優
勝･

第
三
位
チ
ー
ム
に
賞
状
及
び

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
り
ま
す
。

② 
各
部
門
と
も
各
区
間
の
最
高

記
録
者
に
区
間
賞
を
贈
り
ま

す
。

③
特
別
賞
を
贈
り
ま
す
。

■
参
加
申
込

①
申
込
締
切

　

10
月
30
日
㈮
必
着

②
チ
ー
ム
数

　

 

70
チ
ー
ム
以
内
（
１
団
体
２

チ
ー
ム
ま
で
と
す
る
）
と
し
、

超
え
た
場
合
は
オ
ー
プ
ン

チ
ー
ム
を
抽
選
と
し
ま
す
。

③
申
込
先

　

 

下
野
市
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
）

④
申
込
書

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
・
南
河
内

体
育
セ
ン
タ
ー
・
国
分
寺
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
各
窓

口
に
設
置
し
ま
す
。
そ
の
他

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
参
加
料

　

市
内
小･

中
学
生
の
部

　

４
，０
０
０
円

　

市
内
一
般･

オ
ー
プ
ン
の
部

　

７
，０
０
０
円

■
そ
の
他

　

今
年
は
、
開
閉
会
式
お
よ
び

ゴ
ー
ル
地
点
が
南
河
内
公
民
館

駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

★
駅
伝
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

募
集

　

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

支
え
ら
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
大
き
な

力
に
な
っ
て
一
緒
に
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　

☎（
52
）１
１
２
４

■南河内地区一周21.05km（7区間）

区　間 コ　ー　ス 距　離

第1
始 第 二 中 学 校

2.74km
至 南 河 内 ゲ ー ト ボ ー ル 場

第2
始 南 河 内 ゲ ー ト ボ ー ル 場

2.53km
至 吉 田 西 小 東

第3
始 吉 田 西 小 東

2.22km
至 東 体 育 館 北

第4
始 東 体 育 館 北

4.48km
至 下 文 狹 入 口 北

第5
始 下 文 狹 入 口 北

2.24km
至 町 田 出 口

第6
始 町 田 出 口

3.81km
至 雷 電 神 社 東

第7
始 雷 電 神 社 東

3.03km
至 南 河 内 公 民 館 駐 車 場

た
す
き
で
つ
な
ぐ
熱
い
思
い
！

第
10
回
下
野
市
南
河
内
地
区

一
周
駅
伝
競
走
大
会(

通
算
34
回)

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

２
０
１
０
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
で
下
野
市
の
人
口
は
何
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

問
5

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.10
13



■
場
所

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象
者

　

原
則
と
し
て
下
野
市
内
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
活
動
さ
れ
て
い

る
方

■
種
目

　

ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦
。
当
日
組

分
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

10
月
19
日
㈪
〜
11
月
４
日
㈬

午
後
５
時
ま
で
に
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
下
野

市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
付

け
ま
す
。

　

 
tennis_m

urao@
nifty.

com

■
募
集
人
数

　

約
60
名

■
参
加
費

　

１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
５
９
，４
８
３
人
で
す
。

ト
）
の
結
果
に
よ
り
、
体
力
テ

ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

運
動
着
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど

■
注
意
事
項

　

体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る
方

は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
、
当

日
の
健
康
状
態
に
よ
り
、
参
加
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

10
月
１
日
㈭
受
付
開
始

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

体
育
協
会

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
10
周
年
記
念

国
分
寺
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
記
念

　
「
下
野
市
テ
ニ
ス
の
集
い
」

　

参
加
者
募
集

　

下
野
市
が
発
足
し
て
10
年
が

た
ち
ま
し
た
。
こ
の
た
び
国
分

体
力
・
運
動
能
力
調
査

参
加
者
募
集

　

国
が
国
民
の
体
力
・
運
動
能

力
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

毎
年
全
国
で
実
施
し
て
い
る
体

力
テ
ス
ト
を
、
下
野
市
で
も
実

施
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
31
日
㈯

　

午
前
９
時
（
受
付
は
午
前
10

時
30
分
ま
で
）

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者　

下
野
市
在
住
の
満

20
歳
〜
79
歳
（
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
）

■
テ
ス
ト
項
目

○
成
年
（
20
歳
〜
64
歳
）

　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び

○
高
齢
者
（
65
歳
〜
79
歳
）

　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

※ 

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
活
動
テ
ス

寺
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面
改
修

が
完
工
す
る
の
を
機
に
、
イ
ベ

ン
ト
部
門
と
競
技
部
門
を
合
わ

せ
た
「
テ
ニ
ス
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
31
日
㈯

　

午
前
８
時
45
分
集
合

　

９
時
記
念
式
典

（
雨
天
時
は
翌
日
１
日
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者

　

原
則
と
し
て
下
野
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

■
イ
ベ
ン
ト
種
目
（
午
前
中
）

①
テ
ニ
ス
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

②
テ
ニ
ス
・
レ
イ
テ
ィ
ン
グ

③
サ
ー
ビ
ス
ス
ピ
ー
ド
測
定

④
コ
ー
チ
に
挑
戦　

な
ど

■
競
技
種
目
（
終
日
）

　

個
人
参
加
で
紅
白
の
団
体
戦

を
開
催
。
男
子
、
女
子
、
混
合

の
ダ
ブ
ル
ス
戦
と
し
、
当
日
組

分
け
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
受
付
け

　

イ
ベ
ン
ト
種
目
は
当
日
受
付
し

ま
す
。
競
技
種
目
は
事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
載
し
、
10
月
13

日
㈫
〜
26
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

に
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
国

分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
南

河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
の
各
窓
口

へ
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

で
も
受
付
け
ま
す
。

　

 
tennis_m

urao@
nifty.

com

　

☎（
73
）７
１
１
５（
井
上
宅
）

■
定
員　

定
員
50
名

■
参
加
費

　

中
学
生
以
下
１
０
０
円
、
高

校
生
以
上
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）。

　

 

第
10
回
下
野
市
親
善
テ
ニ 

    

ス
大
会
参
加
者
募
集

　　

下
野
市
内
で
活
動
す
る
テ
ニ

ス
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
て
親

善
を
深
め
る
た
め
の
団
体
戦
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
８
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

テ
ニ
ス
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

■
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 
http://hom

epage2.
nifty.com

/SC
T
A
/

下
野
市
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

（
52
）１
１
６
０

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.10
14



講
す
る
な
ど
入
念
な
準
備
を
し

て
臨
み
、
大
会
成
功
の
一
助
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
事
業
・

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾

　

今
年
度
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日

に
「
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
仕
事
や
育
児
が

一
段
落
つ
い
た
シ
ニ
ア
の
人
た
ち

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
同
世
代

と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
増
進
と
新
た
な
仲
間
と
の
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
等
、
誰
で

も
親
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
在
勤
（
20
歳
以

上
）

■
参
加
費

　

一
人
６
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
員　

25
名

■
申
込
期
間

　

10
月
13
日
㈫

　
　
　

〜
11
月
13
日
㈮

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

活
動
報
告

市
民
体
育
祭

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

去
る
６
月
14
日
、
市
内
３
会

場
に
て
市
民
体
育
祭
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
た
ち

ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員

は
、
受
付
・

司
会
進

行
・
準
備

体
操
・
競
技
説
明
・
競
技
審
判
等
、

運
営
の
中
核
を
担
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
特
に

競
技
審
判
を
担
当
す
る
委
員
は
、

事
前
に
栃
木
県
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
が
主
催
す
る
講
習
会
を
受

平
成
27
年
度
後
期
市
民
卓

球
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
日
時

　

11
月
21
日
〜
12
月
19
日

　
（
毎
週
土
曜
日
全
５
回
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館

■
対
象
者

　

市
在
住
・
在
勤
の
小
学
３
年

生
以
上
の
学
生
と
一
般
社
会
人

（
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
）

■
募
集
内
容

　

硬
式
・
ラ
ー
ジ
各
々
、
初
心
、

初
級
、
中
級
の
３
ク
ラ
ス

■
定
員　

　

硬
式
30
名　

ラ
ー
ジ
10
名

■
参
加
費

　

２
，０
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
）

　

参
加
費
は
当
日
徴
収
致
し
ま

す
。

　

参
加
回
数
に
よ
る
参
加
費
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

■
申
し
込
み

卓
球
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

卓
球
部　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
11
時

　

10
月
12
日
午
前
９
時

　

〜
11
月
6
日
午
後
５
時
ま
で

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内

体
育
セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

の
窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可
）

※ 

参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す

■
そ
の
他

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
6
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す

※ 
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

　

ゴ
ル
フ
を
始
め
よ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
初
心
者
、
将
来
は

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
目
指
す
小
学

生
、
集
ま
れ
！

■
日
時

　

11
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

南
河
内
野
球
場
（
雨
天
中
止
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
参
加
費

　

会
員　

無
料

　

非
会
員
一
人
２
０
０
円

　
（
当
日
徴
収
）

■
定
員　

20
名

■
申
込
期
間

　

10
月
5
日
㈪
〜
30
日
㈮

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
参
加
者
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

　

コ
ス
モ
ス
を
見
な
が
ら
２
本

の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
の
新
感
覚

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
全

身
を
使
う
た
め
運
動
効
果
が
高

ま
り
、
健
康
増
進
に
も
役
立
ち

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
28
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

哲
学
の
道
（
雨
天
中
止
）

■
集
合　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
友
愛
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
南
河

内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
元
気
ワ
イ

ワ
イ
南
河
内
事
務
局
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

平
日
午
前
９
時

　
　
　
　

〜
午
後
５
時
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10
月
1
日
㈭
〜
30
日
㈮
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

活
躍
発
表

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

北
関
東
オ
ー
プ
ン
ジ
ュ
ニ
ア

空
手
大
会

　

7
月
19
日
に
茨
城
県
結
城
市

か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
に
て
開
催

さ
れ
た
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

■
女
子
形
の
部

　
（
小
学
校
1
・
2
年
生
）

　
準
優
勝　

高
橋　

椿
（
国
小
1
年
）

■
男
子
形
の
部

　
（
小
学
校
3
・
4
年
生
）

　
優
勝　

高
橋　

楓
（
国
小
4
年
）

に
お
い
て
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

ひ
と
つ
。
子
ど
も
た
ち
も
、
普
段

と
は
ま
た
違
っ
た
目
の
輝
き
を
し

て
い
た
。
ぜ
ひ
と
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

下
野
市
教
育
委
員
会

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

参
加
者
募
集

　

障
が
い
を
持
つ
方
た
ち
と
の
交

流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
は
午
前
9
時
よ
り
）

■
場
所

　

国
分
寺
聖
武
館

■
対
象
者　

下
野
市
内
在
住
の

　

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い

者
・
そ
の
家
族

■
内
容

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
タ
ッ
ク
・
卓

球
バ
レ
ー
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー

■
定
員　

50
名

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他

　

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
併

せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
は
、
山
内
正
仁
副
本
部

長
を
代
表
に
、
当
日
は
計
44
名
が

本
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
地

に
到
着
後
、
団
は
現
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
よ
り
震
災
に
関
す
る

講
話
や
町
内
ガ
イ
ド
を
受
け
、
当

時
の
様
子
や
復
興
状
況
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
回

の
交
流
相
手
で
あ
る
わ
た
り
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
と
の
対
面

式
及
び
昼
食
会
を
実
施
し
、
両
者

は
メ
ン
バ
ー
の
構
成
を
変
え
な
が

ら
計
３
試
合
の
交
流
試
合
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
、
終
了
後
に
は
お
互
い
握

手
を
交
わ
し
な
が
ら
健
闘
を
称
え

合
い
ま
し
た
。

　

山
内
代
表
は
今
回
の
事
業
に
つ

い
て
、「
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
２
回
宮
城
県
亘
理
町
と

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を

開
催
し
ま
し
た

　

８
月
23
日
㈰
、
国
分
寺
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
よ
り

宮
城
県
亘
理
町
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
本

事
業
は
、
去
る
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
亘
理
町
に
お
い
て

各
研
修
を
通
じ
て
災
害
や
防
災
へ

の
関
心
を
高
め
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
通
じ
て
両
市
町
の
友
好
関

係
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　

月
に
１
回
の
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
は
、
今
年
度
で

３
年
目
と
な
り
ま
す
。
地
道
な
普

及
の
成
果
も
現
れ
て
か
、
毎
月
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
終
了
後
の
時

間
を
使
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
未

知
の
ス
ポ
ー
ツ
に
巡
り
合
え
る

チ
ャ
ン
ス
、
ぜ
ひ
、
皆
様
も
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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結
婚
相
手
を
探
す
な
ら「
筑
波
山
」

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

　

筑
波
嶺
の
裾す

そ
み廻

の
田
居
に
秋
田
刈
る
妹
が
り
遣
ら
む
黄も

み
じ葉

手
折
ら
な　
『
万
葉
集
』（
高
橋
虫
麻
呂
）

　

※
筑
波
山
裾
の
田
ん
ぼ
で
、
秋
の
刈
入
れ
を
し
て
い
る
い

と
し
い
娘
、
あ
の
子
の
も
と
に
贈
る
黄
葉
の
枝
を
折
ろ
う
。

　

今
回
は
、
下
野
市
か
ら
よ
く
見
え
る
筑
波
山
の
話
。
筑
波

山
は
下
野
市
か
ら
は
西
側
の
男
体
山
（
標
高
八
七
一
㍍
）
と

東
側
の
女
体
山
（
標
高
八
七
七
㍍
）
の
二
つ
の
嶺
が
、
き
れ

い
に
見
え
ま
す
。
古
代
か
ら
神
の
宿
る
山
と
し
て
、
富
士
山

と
共
に
東
国
を
代
表
す
る
山
で
し
た
。
山
頂
付
近
に
は
筑
波

山
神
社
や
磐い

わ
く
ら座

と
呼
ば
れ
る
、
神
様
が
降こ

う
り
ん臨

す
る
と
さ
れ
る

大
き
な
岩
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
か
ら
は
奈
良
時
代
頃
の
土
器

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
で
は
下
野
市
か
ら
自
動
車
を
利
用
す
る
と
一
時
間
半

も
あ
れ
ば
麓
ま
で
は
行
け
ま
す
が
、
歩
く
と
ど
の
位
か
か
る

の
で
し
ょ
う
？
以
前
、
南
河
内
庁
舎
か
ら
筑
波
山
ま
で
歩
い

た
方
か
ら
、
約
9
時
間
で
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
道
路
事
情
や
靴
な
ど
の
装
備
を
考

え
る
と
こ
れ
以
上
か
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
か

す
る
と
古
代
人
の
ほ
う
が
健
脚
だ
っ
た
た
め
、
早
く
到
着
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

古
代
下
野
国
の
東
隣
り
の
常ひ

た
ち陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
）
の

記
録
で
あ
る
『
常ひ

た
ち陸
国の

く
に

風ふ

ど

き
土
記
』
の
筑
波
郡
・
茨
城
郡

の
項
目
に
は
、「
坂
（
足あ

し
が
ら柄

・
碓う

す
い氷

の
坂
）
よ
り
東
の
諸
国

の
男
女
が
、
春
の
花
開
く
時
と
秋
の
紅
葉
期
に
飲
食
を
携

え
、
連
れ
立
っ
て
筑
波
山
の
ふ
も
と
に
集
ま
り
、
飲
ん
で
食

べ
、
歌
っ
て
踊
る
「
歌か

が
い垣

」
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
霞
ヶ
浦
周
辺
の
行な

め
か
た方
郡
で
は
、
七
月
七
日
夜

に
「
遊

あ
そ
び
た
の
し
み
う
た
い
ま
い

楽
歌
舞
」
が
、
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
現
在
の
石
岡
市
高
浜
付
近
で
は
、
村
の
男
子
と
海
辺

の
女
子
が
集
ま
っ
て
歌
っ
て
踊
り
、
そ
れ
ら
の
人
の
集
ま
り

を
見
込
ん
で
、
商
人
と
農
夫
が
船
で
行
き
交
っ
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
集
ま
る
こ
と
で
そ
こ
に
は
物

資
が
集
ま
り
、
臨
時
の
市
が
立
ち
、
情
報
が
伝
播
し
交
流
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
か
な
り
広
範
囲
の
人
々

が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
現
在
の
佐
賀
県

『
肥ひ

ぜ
ん前
国
風
土
記
』
に
も
郷む

ら
さ
と閭
の
士

お
と
こ
お
ん
な
女
、
酒
を
提た

ず
さへ
琴
を
抱

き
て
、
年
ご
と
の
春
と
秋
に
手
を
携
え
て
山
を
登
り
、
楽
し

く
飲
み
歌
い
舞
っ
て
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、「
急
傾
斜
な
山
を
登
る
際
に
は
、
斜
面
の
草
を
握
ら
ず

に
一
緒
に
登
る
「
妹い

も

（
恋
人
・
妻
）
の
手
を
握
る
・
・
・
」

と
あ
り
ま
す
。
千
年
以
上
前
か
ら
年
頃
の
男
女
が
出
会
う
場

所
、
今
風
に
例
え
る
と
「
合
コ
ン
」
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
た
訳
で
す
。

　

都
か
ら
遠
く
離
れ
、
文
化
不
毛
の
古
代
東
国
や
九
州
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
庶
民
は
た
く
ま
し
く
生
活
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
、
現
代
と
違
う
の
は
単
な
る
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
「
歌
」
を
相
手
に
歌
い
か

け
て
贈
り
、
相
手
が
気
に
入
る
と
歌
い
返
し
、
そ
の
応
酬
で

相
手
の
人
と
な
り
や
気
持
ち
を
図
り
、
配は

い
ぐ
う
し
ゃ

偶
者
に
ふ
さ
わ
し

い
か
ど
う
か
判
断
し
た
よ
う
で
す
。
現
代
で
も
世
界
中
の
幾

つ
か
の
場
所
で
、
こ
の
よ
う
な
風
習
が
残
っ
て
い
る
地
域
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

飛
鳥
時
代
に
は
舒じ

ょ
め
い明

天
皇
が
、
天
の
香
具
山
か
ら
眼
下
の

山
々
や
田
畑
を
見
下
ろ
し
「
国く

に
み見
」
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

「（
前
略
）
う
ま
し
国
ぞ　

秋
津
島　

大
和
の
国
は
」（
な
ん

と
実
り
豊
か
な
国
な
の
だ
ろ
う
大
和
の
国
は
）
と
詠よ

ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
儀
式
の
後
、皇
族
や
貴
族
た
ち
は
宴
会
と
な
り
、

飛
鳥
の
庶
民
も
「
歌
垣
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

※
「
歌
垣
」
は
人
々
が
垣
の
よ
う
に
（
は
な
い
ち
も
ん
め
の
よ
う
に
）

列
や
円
陣
を
つ
く
っ
て
歌
っ
た
こ
と
か
ら
「
垣
」
の
文
字
が
使
わ
れ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
歌
懸
」・
・
歌
の
掛
け
合
い
が
語
源
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
は
「
踏
歌
」（
集
団
で
の
舞
踊
）
の
語

も
あ
り
ま
す
。

※
9
月
号
の
挿
絵
は
、長
岡
京
発
掘
調
査
報
告
書
よ
り
引
用
し
ま
し
た
。

下
野
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課

Shimotsuke
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学童保育室 小学校 住所 電話

国分寺東児童館学童保育室 国分寺東小 駅東７-４ 44-2604

国分寺駅西児童館学童保育室
国分寺小

小金井５-22-１ 44-0786

国分寺小学童保育室 小金井４-２-３ 43-1121

国分寺姿西児童館学童保育室 国分寺西小 国分寺1599-２ 44-9318

南河内児童館学童保育室 祇園小 緑３-５-４ 44-8420

薬師寺小学童保育室 薬師寺小 薬師寺713 48-1622

吉田東小学童保育室 吉田東小・吉田西小 中川島７ 48-1323

緑小学童保育室 緑小 緑３-16-１ 40-6335

石橋小学童保育室 石橋小・細谷小 花の木１-４ 52-1175

古山小学童保育室（第１）
古山小

下古山３-１-４ 52-1174

古山小学童保育室（第２） 下古山３-１-３ 52-1334

石橋北小学童保育室 石橋北小 上古山1922 52-0087
※国分寺駅西児童館、国分寺小学童保育室については、申込み状況及び通学地域により振り分けさせていただきます。
※古山小学童保育室の第１・第２については、申込み状況により振り分けさせていただきます。
※土曜日学童保育は、地区ごとに国分寺駅西児童館・南河内児童館・古山小（第２）学童保育室で開設します。

平成28年度 学童保育入所希望の受付について
放課後の留守宅児童をお預かりする学童保育の入所申込みの受け付けを行います。

●入所基準
　平成28年度小学校に在籍する新１年生から６年生のうち、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童が対
象です。なお、感染症、身体虚弱その他の理由で集団保育の実施に支障があると認められる児童については、
入所を承諾できない場合があります。
●受付期間
　11月２日㈪～ 30日㈪（土・日・祝日を除く）
●申込手続き
　入所申込書に必要事項を記入し、勤務証明書と一緒に提出してください。

　勤務証明書は、同一敷地内（別世帯含む）の18歳から65歳未満の方の分が必要となります。
　　※就労以外での入所を希望される場合の添付書類（勤務証明書に代わるもの）
　　1. 母の出産　： 母子健康手帳の表紙と出産予定日のわかるもののコピー
　　2. 傷病・介護： 診断書等、保育が出来ないことを証明するもの
　　3. 就学　　　： 学生証のコピー、在学証明書、入学内定通知等
　　4. 求職中　　： 誓約書（勤務先が決まり次第勤務証明書をご提出ください。）
　　5. その他　　： こども福祉課にご相談ください

●保育料
　・平日学童保育（祝日を除く）　　月額　6,000円
　　　※週２日以下利用（小学４年生以上対象）　日額　500円
　・土曜日学童保育（祝日を除く）　月額　2,000円
●預かり時間
　平日学童保育　放課後～午後７時（長期休業中は、午前７時30分から午後７時）
　土曜日学童保育　午前８時～午後７時
●書類の配布・提出及び問い合わせ先
　こども福祉課（石橋庁舎）☎52‒1114 　南河内児童館 ☎44‒8420
　国分寺東児童館 ☎44‒2604  　国分寺姿西児童館 ☎44‒9318
　国分寺駅西児童館 ☎44‒0786  　石橋児童館 ☎52‒1129
　（市のホームページからもダウンロードできます。  http://www.city.shimotsuke.lg.jp/）

※長期休業中のみ利用の方の申込み期間は、下記のとおりです。

（現在入所中の児童についても申込み手続きが必要です。）

春休み ２月１日～２月15日（土・日・祝日を除く）
夏休み ６月１日～６月15日（土・日・祝日を除く）
冬休み 11月１日～ 11月15日  （土・日・祝日を除く）

Shimotsuke
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ご存知ですか？？小規模特認校

ご存知ですか？？小規模特認校

下野市立細谷小学校

■問い合わせ先　下野市教育委員会学校教育課　☎0285(52)1117 細谷小学校　☎(52)1133

国語：学校行事の紹介 生活科：秋祭り お箏・尺八教室

そのその１１　　誰もが主役･･･全児童37名誰もが主役･･･全児童37名
　誰もが活躍できる場面がたくさんあります。自己有用感を育てます。　誰もが活躍できる場面がたくさんあります。自己有用感を育てます。
一クラスの人数が少ないので、きめ細かな学習指導ができます。一クラスの人数が少ないので、きめ細かな学習指導ができます。
一人一人に目が行き届くので、個に応じた指導ができます。一人一人に目が行き届くので、個に応じた指導ができます。

下野市学校音楽祭：全校合奏

サツマイモ栽培 全校校外活動：野外活動 ALTとの英語活動

ランチルーム給食

そのその22　　豊かな体験活動豊かな体験活動
　たくさんの体験を通して，心の成長を育みます。　たくさんの体験を通して，心の成長を育みます。
　○全校校外学習（大平少年自然の家）、全校なし狩りなど　○全校校外学習（大平少年自然の家）、全校なし狩りなど
　○栽培活動･･･サツマイモ栽培、野菜栽培、草花栽培など　○栽培活動･･･サツマイモ栽培、野菜栽培、草花栽培など
　○地域の方とのふれ合い…老人福祉施設訪問、運動会や学校祭、音楽鑑賞会に地域の方を招待　○地域の方とのふれ合い…老人福祉施設訪問、運動会や学校祭、音楽鑑賞会に地域の方を招待
　音楽鑑賞会（プロの音楽家による演奏）　音楽鑑賞会（プロの音楽家による演奏）
　○オカリナ演奏、お箏・尺八教室、書道教室　○オカリナ演奏、お箏・尺八教室、書道教室
　○ALT との英語活動･･･少人数だからこそ、ALT との会話の機会がいっぱい　○ALT との英語活動･･･少人数だからこそ、ALT との会話の機会がいっぱい

そのその33　　学年を超えた縦割り活動学年を超えた縦割り活動
　全校で一緒に活動する場面がたくさんあります。　全校で一緒に活動する場面がたくさんあります。
　○全校合奏･･･学校祭や下野市学校音楽祭、老人福祉施設などで発表　○全校合奏･･･学校祭や下野市学校音楽祭、老人福祉施設などで発表
　○共遊（わくわくタイム）の充実･･･昼休みに縦割り班で一緒に遊びます。　○共遊（わくわくタイム）の充実･･･昼休みに縦割り班で一緒に遊びます。
　○ランチルーム給食　○ランチルーム給食
　○清掃活動　○清掃活動

◎ 小規模特認校制度を活用して、現在６名の児童が在籍
しています。
◎ １年生から６年生まで、何年生でも申し込みができます。
◎ 11月８日㈯に学校祭を開催します。ぜひ、ご来校くだ
さい。

少ない人数だから
こそ

少ない人数だから
こそ

　　誰もが主役に
なれる

　　誰もが主役に
なれる

Shimotsuke
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　　　　自治医科大学付属病院　連携協働コラム　Jichi Medical University Hospital　　

歯
科
衛
生
士
と
歯
科
助
手
の
違
い

　

み
な
さ
ん
は
、
歯
科
医
院
に
行
く
と
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
を
歯
科
助
手
さ
ん
か
と

思
わ
れ
た
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
簡
単
に
違
い
を
説
明
し
ま
す
。
私
た

ち
歯
科
衛
生
士
は
、
歯
科
衛
生
士
国
家
試

験
に
合
格
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
歯
科
衛

生
士
免
許
を
取
得
し
て
、
歯
科
医
師
の
指

導
の
下
に
、
大
き
く
分
け
て
、「
歯
牙
及

び
口
腔
の
疾
患
の
予
防
処
置
」「
歯
科
診

療
の
補
助
」「
歯
科
保
健
指
導
」
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
国
家
資
格
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
歯
科
助
手
に
は
、
国

家
資
格
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
歯

科
助
手
の
認
定
資
格（
民
間
）が
有
り
、「
歯

科
診
療
補
助
業
務
を
行
う
た
め
の
基
礎
に

つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。」
と
い
う
証

明
を
す
る
も
の
で
、
実
際
に
は
歯
科
助
手

と
い
う
仕
事
は
、
始
め
よ
う
と
思
え
ば
誰

で
も
始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
で
す
の

で
、
歯
科
衛
生
士
と
歯
科
助
手
の
最
も
大

き
な
違
い
は
、
国
家
資
格
が
有
る
か
？
無

い
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
患

者
さ
ん
の
口
腔
内
に
直
接
触
れ
て
い
い
の

が
歯
科
衛
生
士
で
、
触
れ
て
は
い
け
な
い

の
が
歯
科
助
手
に
な
り
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
業
務
内
容

　

先
程
も
お
伝
え
し
た
通
り
、
歯
科
医
師

の
指
導
の
下
に
、「
歯
牙
及
び
口
腔
の
疾

に
、
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
と
言
っ
て
、

が
ん
の
治
療
や
手
術
を
行
う
患
者
さ
ん
に

対
し
て
、
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
や
指
導
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
に
来
ら

れ
な
い
入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、

病
室
に
伺
い
、
往
診
で
口
腔
ケ
ア
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
私
た
ち
歯

科
衛
生
士
み
ん
な
で
分
担
し
て
、
他
職
種

連
携
の
面
か
ら
も
看
護
師
に
対
し
て
口
腔

ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行
な
っ

た
り
、
病
院
内
に
あ
る
様
々
な
チ
ー
ム
に

も
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
歯
科
受
診

　

み
な
さ
ん
は
「
８
０
２
０
運
動
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ

ル
）
運
動
」
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
自

分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
」
と
い
う
運

動
で
す
。
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
に

厚
生
省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科
医
師
会
が

提
唱
し
て
開
始
さ
れ
た
運
動
で
す
。
生
涯

に
わ
た
り
自
分
の
歯
で
も
の
を
噛
む
こ
と

を
意
味
し
、「
80
」
は
男
女
を
合
わ
せ
た

平
均
寿
命
で
、「
20
」
は
自
分
の
歯
で
食

べ
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
歯
の
数
を
表
し

て
い
ま
す
。
近
年
「
８
０
２
０
」
を
達
成

し
て
い
る
高
齢
者
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
者
全
体
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、「
８
０
２
０
」
を
達
成
し
て
い
な
い

患
の
予
防
処
置
」「
歯
科
診
療
の
補
助
」

「
歯
科
保
健
指
導
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、多
く
の
時
間
を
「
歯
科
診
療
の
補
助
」

に
費
や
し
て
い
る
事
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
こ
で
は
、
患
者
さ
ん
と
歯
科
医
師

の
間
に
入
り
、
患
者
さ
ん
が
先
生
に
質
問

し
易
い
よ
う
に
場
を
和
ま
し
た
り
、
先
生

に
診
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
に
、

患
者
さ
ん
の
誘
導
や
文
字
通
り
診
療
の
補

助
や
準
備
、
片
付
け
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。「
歯
牙
及
び
口
腔
の
疾
患
の
予
防
処

置
」
で
は
、
歯
石
（
歯
ブ
ラ
シ
で
は
取
れ

な
い
汚
れ
の
塊
）
除
去
や
フ
ッ
素
塗
布
な

ど
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
し
、「
歯

科
保
健
指
導
」
で
は
、
お
口
の
中
の
様
々

の
病
気
を
い
ろ
い
ろ
な
方
に
知
っ
て
頂
き
、

そ
れ
ら
を
予
防
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
て

い
ま
す
。

当
院
で
の
私
た
ち
歯
科
衛
生
士

　

当
院
歯
科
口
腔
外
科
で
は
、
地
域
医
療

連
携
の
為
、
完
全
紹
介
状
制
を
と
っ
て

い
ま
す
の
で
、
開
業
医
よ
り
紹
介
さ
れ
た

顎
口
腔
領
域
の
腫
瘍
、
炎
症
、
先
天
異
常
、

外
傷
、
嚢
胞
、
口
腔
粘
膜
疾
患
、
顎
変
形

症
、
顎
関
節
疾
患
、
顎
顔
面
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
、
摂
食
嚥
下
障
害
な
ど
を
主
体
に

診
療
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
た

ち
歯
科
衛
生
士
は
、
様
々
な
疾
患
に
対
し

て
対
応
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
更

高
齢
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
人
の
歯
の
数
は
、
多
く
て
も
32
本
で

す
。
失
っ
て
い
い
歯
は
、
本
来
有
り
ま
せ

ん
が
、「
８
０
２
０
」
を
達
成
さ
せ
る
に

は
、
失
っ
て
い
い
歯
は
、
12
本
以
下
に
な

り
ま
す
。
歯
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
為

に
、
症
状
の
無
い
時
か
ら
定
期
的
な
歯
科

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の

歯
科
衛
生
士
も
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
歯
磨
き
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
是
非
尋
ね
て
み
て
下
さ
い
。

歯
科
衛
生
士
っ
て
ど
ん
な
職
業
な
の
？

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

歯
科
口
腔
外
科

歯
科
衛
生
士　

北き
た
か
た方　

恵え

み美

Shimotsuke
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し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
」の
参
加
申
込
み
期
限

を
延
長
し
ま
す

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
参

加
申
込
み
期
限
を
10
月
30
日
㈮

ま
で
に
延
長
し
ま
す
の
で
、
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加

申
込
書
を
健
康
増
進
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
込
書
は
、
健
康
増
進

課
窓
口
、
各
庁
舎
及
び
各
公
民

館
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等
を

受
診
し
、
市
の
健
康
づ
く
り
事

業
等
に
参
加
さ
れ
た
方
に
記
念

品
（
道
の
駅
し
も
つ
け
商
品
券
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

小
山
地
区
医
師
会
主
催

市
民
公
開
講
座

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

■
日
時　

10
月
25
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
正
午

■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
定
員　

１
０
０
名

■
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

■
演
題　
「
し
あ
わ
せ
に
な
れ

お　

知　

ら　

せ

栃
木
県
公
衆
衛
生
大
会
に
て

大
会
長
表
彰
受
賞

　

９
月
４
日
㈮
、「
栃
木
県
公

衆
衛
生
大
会
」
が
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
石
橋
の
片
山
シ
ヅ
エ
さ

ん
が
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

大
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

片
山
さ
ん
は
下
野
市
会
長
・

小
山
地
区
副
会
長
と
し
て
会
の

運
営
を
ま
と
め
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
へ

活
動
を
す
す
め
、
地
域
の
食
生

活
改
善
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
も
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

る
認
知
症
の
み
か
た
」

■
講
師　

自
治
医
大
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ブ
レ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

医
師　

藤
本　

健
一 

先
生

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
相
談

■
日
時

　

10
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
11
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
対
象

　

下
野
市
民
の
年
中
児
〜
小
学

２
年
生（
平
成
19
年
４
月
２
日
〜

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
料
金　

無
料

■
注
意

※ 

受
付
時
間
・
対
象
年
齢
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※ 

フ
ッ
素
塗
布
30
分
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

※ 

当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

※ 

発
熱
・
せ
き
・
体
調
の
悪
い

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
案
内

　

フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
科
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

10
月
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
月
間
で
す

　

薬
物
乱
用
で
困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ（
脱
法
ド

ラ
ッ
グ
）が
流
行
し
て
い
ま
す
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
何
が
含
ま
れ

て
い
る
か
分
か
ら
ず
、
ひ
ど
い

中
毒
性
の
あ
る
も
の
や
、
生
命

に
危
険
が
あ
る
薬
も
あ
り
ま
す
。

　
「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
や
め

ら
れ
な
い
」「
知
り
合
い
が
薬

物
を
使
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
相
談
で
き
な
い
」な
ど
、

一
人
で
悩
ん
で
い
て
も
な
か
な

か
解
決
す
る
の
は
難
し
い
問
題

で
す
。
１
日
も
早
く
問
題
解
決

で
き
る
よ
う
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
薬
物
相
談
窓
口

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

　

☎（
22
）６
１
１
９

■
薬
物
乱
用
相
談
電
話

　

栃
木
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
７
９

■
薬
物
相
談
メ
ー
ル

yakuran184@
proof.ocn.

ne.jp

（
薬
乱
イ
ヤ
よ
）

保 

り 便 

健
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近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。　

　

救
急
車
を
要
請
し
た
人
の
約
半

数
は
、
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症

者
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な

ど
で
緊
急
を
要
す
る
傷
病
者
の

た
め
に
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
で
な
い
と
き
に
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急

車
を
必
要
と
す
る
事
故
や
急
病

が
発
生
し
た
際
、
救
急
車
が
出

動
で
き
な
く
な
る
た
め
、
現
場

到
着
ま
で
に
時
間
を
要
し「
救

え
る
命
」が
救
え
な
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病

院
に
行
け
る
場
合
は
、
自
家
用

車
や
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
で

判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
、
と
ち

ぎ
子
ど
も
電
話
相
談（
電
話
：

＃
８
０
０
０
ま
た
は
０
２
８

－

６
０
０

－

０
０
９
９
）で
毎
日
、

午
後
６
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で

の
間（
日
曜
日
、
祝
休
日
は
午

前
８
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
）、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段

が
な
く
、
緊
急
の
場
合
は
、
迷

わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

実
際
に
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
救

急
車
を
利
用
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

・
救
急
車
で
行
け
ば
優
先
し
て

診
て
く
れ
る
と
思
っ
た

・
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
と
お
金
が

か
か
る
か
ら

・
夜
間
、
休
日
等
に
診
て
も
ら

え
る
病
院
が
わ
か
ら
な
い

・
診
察
の
予
約
日
だ
か
ら

　

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
本
当

に
必
要
な
人
が
救
急
車
を
利
用

で
き
る
よ

う
に
、
市

民
の
皆
様

の
ご
理
解

と
ご
協
力

を
お
願
い

し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

11
月
18
日
㈬

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

10
月
16
日
㈮

　

※
偶
数
月
に
実
施
予
定

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

か
ご（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

※
注
意
事
項
：「
ゆ
り
か
ご
」を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館
者
登

録（
名
札
代
）３
１
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
、
保
育
士
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

11
月
24
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　
　

無
料

※
11
月
17
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程　

10
月
８
日
㈭
・
11
月

12
日
㈭
・
12
月
３
日
㈭
・
平
成
28

年
１
月
14
日
㈭
・
２
月
25
日
㈭
・

３
月
10
日
㈭

※
月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間　

９
時
30
分
〜
11

時（
実
施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※
受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
救
急
医
療
を
守
ろ
う
！

シ
リ
ー
ズ
４ 

救
急
車
が
本
当
に
必
要
か

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
く
考
え
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
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予
防
接
種

65
歳
以
上
の
方
に
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定

期
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

個
別
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
左
表

の
市
内
医
療
機
関
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
事
前
に
健
康
増
進

■高齢者インフルエンザ及び肺炎球菌ワクチン医療機関一覧
医療機関 電話番号

石
橋
地
区

石橋総合病院 53－1134
大栗内科 53－5850
大柳内科・眼科 51－2400
角田内科医院 53－5665
グリムこどもクリニック 51－1515
佐藤内科 53－1305
島田クリニック 53－8000
しもつけ腎・内科クリニック 32－6681
都丸整形外科 52－1010
新島内科クリニック 53－8820
ふじたクリニック 51－2727
藤原整形外科 52－0755
ふれあい漢方内科 39－7047

国
分
寺
地
区

海老原医院 44－0163
岡田医院 44－0021
小金井中央病院 44－7000
国分寺さくらクリニック 40－0203
ことうだ腎クリニック 44－8345
自治医大ステーション
ブレインクリニック 37－8721
しもつけ痛みのクリニック 40－0307
ちば整形外科クリニック 40－0811
宮澤クリニック 44－3309
山本整形外科医院 44－6820

南
河
内
地
区

あんずの森クリニック 32－6601
カナザワアレルギークリニック 40－1337
木村クリニック 44－8211
グリーンタウンクリニック 44－8311
しもつけクリニック 32－6331
すずき内科･循環器科 40－1260
ふじもとクリニック 44－3322
南河内診療所 47－1070
若草クリニック 40－0123

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

下
野
市
内
に
住
所
が
あ
り

① 

接
種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以

上
の
希
望
者

② 

接
種
日
に
お
い
て
満
60
歳
〜

64
歳
の
方
で
「
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
」ま
た
は「
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
」
に
障
が
い
を

有
す
る
希
望
者
（
身
体
障
が

い
者
手
帳
１
級
程
度
）

■
接
種
期
間

　

10
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２

月
29
日
ま
で

※
流
行
前
の
12
月
中
旬
ま
で
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
回
数　

公
費
に
よ
る
接

種
は
、
１
人
年
度
内
１
回

■
自
己
負
担
額　

１
，３
０
０

円
（
接
種
時
に
医
療
機
関
へ
直

接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

■
持
参
す
る
も
の

・
保
険
証　

・
障
が
い
者
手
帳

（
対
象
者
②
に
該
当
す
る
者
）・

生
活
保
護
受
給
資
格
者
証
（
生

活
保
護
受
給
者
の
方
）

■
そ
の
他

・
事
前
に
医
療
機
関
に
電
話
予

約
を
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
開
始

時
期
が
異
な
り
ま
す
。

・
予
診
票
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
書
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

肺
炎
の
最
大
の
原
因
菌
が
肺

炎
球
菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
は
、

現
在
、
約
80
種
類
以
上
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、
そ
の
内
の
23
種
類

に
つ
い
て
免
疫
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
成
人
の
肺
炎
球
菌
に

よ
る
感
染
症
の
80
％
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
定
期
接
種
対
象
者

は
次
の
方
で
す
。

■
対
象
者

①
生
年
月
日
が
次
の
期
間
の
方

で
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
た
事
が
な
い
方
。

・
昭
和
25・４・２
〜
26・４・１
生

・
昭
和
20・４・２
〜
21・４・１
生

・
昭
和
15・４・２
〜
16・４・１
生

・
昭
和
10・４・２
〜
11・４・１
生

・
昭
和
５・４・２
〜
６・４・１
生

・
大
正
14・４・２
〜
15・４・１
生

・
大
正
９・４・２
〜
10・４・１
生

・
大
正
４・４・２
〜
５・４・１
生

②
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
た
事
が
な
い

方
。

※
上
記
以
外
の
方
は
、
平
成
27

年
度
は
定
期
接
種
対
象
外
（
任

意
接
種
）
と
な
り
ま
す
。

■
医
療
機
関

　

上
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
接
種
対
象
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

31
日
の
間
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
定
期
接
種
の
機
会
は
、
一
生

涯
で
一
度
で
す
。
5
年
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
費
用

　

接
種
費
用
の
う
ち
３
，５
０
０

円
を
助
成
。

※
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券

※
必
ず
、
医
療
機
関
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

②
健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
左

記
市
内
医
療
機
関
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
任
意
予
防
接
種
も
継

続
し
て
い
ま
す

　

従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

し
た
任
意
接
種
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
定
期
接
種
に

該
当
し
な
く
て
も
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

①
下
野
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

定
期
接
種
対
象
外
の
方
で
次
の

②
〜
④
全
て
に
該
当
す
る
方

②
接
種
日
に
お
い
て
満
70
歳
以

上
の
方

③
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

④
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い

■
費
用

〇
助
成
額
は
定
期
予
防
接
種
と

同
額
（
３
，５
０
０
円
）
で
す
。

※
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
接
種
券

※
事
前
に
市
健
康
増
進
課
で
発

行
申
請
が
必
要
で
す
。

②
健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時

　

12
月
10
日
㈭

　
（
A
M
コ
ー
ス
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　
（
P
M
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の

心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年
１

月
〜
３
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物
・
ス
リ
ッ
パ

■
定
員

　

レ
ッ
ス
ン
１
・
２
：
各
25
組

　

レ
ッ
ス
ン
３
：

　

午
前
・
午
後
各
16
組

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

○
接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
前

ペ
ー
ジ
の
市
内
医
療
機
関
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
予
防
接
種
を
起
因
と
す
る
健

康
被
害
に
お
け
る
補
償
内
容
は
、

定
期
接
種
と
は
異
な
り
ま
す
。

教　
　

室

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時

　

10
月
21
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時

　

11
月
５
日
㈭

脂し

っ
得
納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

　

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る
方

②
脂
質
異
常
症
予
防
に
興
味
の

あ
る
方

■
内
容

・ 

脂
質
異
常
症
っ
て
ど
う
い
う

病
気
？

・ 

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食

生
活
っ
て
？
自
分
の
食
事
の

傾
向
を
知
ろ
う
！

・ 

脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
日
時　

10
月
15
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
午
前
９
時
15
分
か
ら
）

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
健
診
結
果
が
わ

か
る
も
の

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
締
切　

10
月
８
日
㈭

歩あ
る

く
ら
す
〜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

（
秋
コ
ー
ス
）

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
程　
（
２
日
間
１
コ
ー
ス
）

　

一
回
目　

10
月
30
日
㈮

　

二
回
目　

11
月
６
日
㈮

　

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践　
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
飲
み
物（
水

ま
た
は
お
茶
）

■
申
込
締
切

　

10
月
23
日
㈮

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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糖
尿
病
予
防
教
室

　

適
正
な
食
事
と
運
動
に
つ
い

て
学
ん
で
、
自
分
に
で
き
そ
う

な
予
防
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

・
下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
糖
尿
病
要
指
導
の
方
ま
た
は

そ
の
家
族
（
す
で
に
治
療
中
の

方
は
除
く
）

②
糖
尿
病
予
防
に
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

20
名
程
度

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
費
用　

無
料

■
日
程　
（
全
３
回
）

①
11
月
11
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

・
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

・
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う
パ
ー

ト
１

・
糖
尿
病
予
防
食
の
調
理
実
習

・
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
健
康

診
断
の
結
果
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

②
11
月
20
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
15
分

・
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う
パ
ー

ト
２

・
糖
尿
病
ク
イ
ズ

・
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
実

践
パ
ー
ト
１

③
11
月
27
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
実

践
パ
ー
ト
２

・
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う
パ
ー

ト
３

・
野
菜
レ
シ
ピ
の
試
食

・
ま
と
め

　

〜
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

（
各
回
開
始
15
分
前
よ
り
受
付
）

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服

装
、
室
内
用
運
動
靴

■
申
込
締
切

　

11
月
4
日
㈬

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

ま
ず
１
ｇ
 の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

■
日
時
・
受
付
時
間

　

12
月
８
日
㈫

①
午
前
９
時
30
分
〜
50
分

②
午
前
９
時
50
分
〜
10
時
10
分

③
午
前
10
時
10
分
〜
30
分

■
定
員

　

各
時
間
帯
10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

　
（
午
前
９
時
45
分
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
・
５
月
生
ま

れ
の
、
生
後
６
〜
７
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・
野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切

　

11
月
18
日
㈬

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

柿
や
さ
ん
ま
な
ど
美
味
し
い

も
の
が
多
い
秋
で
す
が
、
食
べ

過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
お
腹
ま

わ
り
が
気
に
な
っ
て
き
た
方
や

運
動
不
足
の
方
に
、
今
回
は
気

軽
に
行
え
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運

動
で
、
脂
肪
を
燃
焼
し
や
す
い

運
動
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

１
分
間
に
１
２
０
歩
の
速
さ
で

歩
く　

②
背
筋
を
伸
ば
し
て
お

腹
を
引
き
締
め
る　

③
踵
か
ら

着
地
す
る　

④
腕
を
前
後
に
振

る　

で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に

気
を
付
け
る
と
よ
り
効
果
的
な

運
動
と
な
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
す
る
と
き
に
は
、
準
備

運
動
と
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
速
さ
や
歩

く
時
間
な
ど
は
、
そ
の
日
の
体

調
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
か
ら
だ
に
負
担
が
少

な
く
行
え
る
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
お
す
す
め
で
す
。
水
の
力

を
借
り
て
普
段
よ
り
も
楽
に
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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木
県
は
こ
れ
ら
の
疾
患

の
予
防
が
重
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度

の
医
療
費
を
年
齢
の
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
調

整
さ
れ
た
指
数
で
み
る

と
、
栃
木
県
の
医
療
費

（
41
位
）
は
、
静
岡
県

の
医
療
費
（
45
位
）
と

大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
医
療
費
を

内
容
別
み
る
と
、
両
県

と
も
入
院
費
が
少
な
い

こ
と
は
共
通
し
て
い
ま

し
た
が
、
静
岡
県
の
方

が
外
来
や
薬
の
費
用
が

多
く
か
か
っ
て
い
ま
し

た
（
29
位
）。
も
し
か

し
た
ら
、
外
来
受
診
・

服
薬
を
き
ち
ん
と
し
て
、

病
気
の
重
症
化
予
防
す
る
こ
と

が
、
健
康
寿
命
・
平
均
寿
命
を

延
ば
す
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
言
う
と
静
岡
県

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
の
割
合
が
３
年
連
続

で
日
本
一
少
な
い
県
な
の
で
す
。

や
は
り
、
何
よ
り
メ
タ
ボ
予
防

が
重
要
で
す
ね
。

　

お
い
し
い
秋
だ
け
ど
食
べ
過
ぎ

な
い
、
さ
わ
や
か
な
秋
に
運
動
す
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
見
直
し
で
、

元
気
で
長
生
き
で
き
る
か
も
！

医
療
コ
ラ
ム　

国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！ 

●

「
食
欲
、
運
動
の
秋
に
こ
そ
健
康
の
秘
訣
が
…
」

獨
協
医
科
大
学　

准
教
授　

種
市　

ひ
ろ
み

健康日本21（第２次）の推進に関する参考資料より作図

図3 栃木県市町の総死亡 SMR 図4 静岡県市町の総死亡 SMR 図5 栃木県市町の脳血管疾患 SMR

出典：国立保健医療科学院ホームページ（http://www.niph.go.jp）

参
考
資
料

厚
生
労
働
省
：
健
康
日
本
21
（
第

２
次
）
の
推
進
に
関
す
る
参
考
資

料厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金

「
健
康
寿
命
に
お
け
る
将
来
予
測
と

生
活
習
慣
病
対
策
の
費
用
対
効
果

に
関
す
る
研
究
」

厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金

「
健
診
・
医
療
・
介
護
等
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
活
用
に
よ
る
地
区
診
断
と
保

健
事
業
の
立
案
を
含
む
生
活
習
慣

病
対
策
事
業
を
担
う
地
域
保
健
人

材
の
育
成
に
関
す
る
研
究
」

厚
生
労
働
省
保
健
局
調
査
課
：
平
成
24

年
度
医
療
費
の
地
域
差
分
析
（
平
成
26

年
８
月
報
告
）

図1　平均寿命・健康寿の比較（男性）図1　平均寿命・健康寿の比較（男性）
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図2　平均寿命・健康寿の比較（女性）図2　平均寿命・健康寿の比較（女性）
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日常生活に制
限のある期間
（a－b）

　

今
回
は
、
下
野
市
は
も
ち
ろ

ん
栃
木
県
全
体
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
「
健
康
寿
命
」
と
い

う
言
葉
は
、
皆
さ
ん
の
耳
に
馴

染
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
健
康
寿
命
と
は
、「
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
」
と
定
義
さ
れ
、
健
康

に
関
す
る
新
た
な
指
標
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
世
界
一
の

長
寿
国
で
す
が
、
健
康
寿
命
と

平
均
寿
命
に
は
約
10
年
の
開
き

が
あ
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
、

そ
の
差
を
縮
め
る
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
１
０
年
〝
寿
命
日
本
一
〞
は

長
野
県
で
し
た
が
、
健
康
寿
命

日
本
一
は
静
岡
県
（
男
性
第
２
位
、

女
性
第
１
位
）
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
栃
木
県
の
健
康
寿

命
は
、
47
都
道
府
県
中
、
男
性

17
位
、
女
性
４
位
。
こ
れ
は
す

ご
い
！
と
思
う
の
で
す
が
…
実

は
平
均
寿
命
は
、
男
性
38
位
、

女
性
46
位
で
、
元
気
に
過
ご
し

な
が
ら
も
早
く
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
方
が
多
い
と
い
う
状
況
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
栃
木
県
、
静

岡
県
、
長
野
県
を
比
較
し
て
み

ま
し
た
（
図
１
、２
）。
折
れ
線

が
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

年
数
を
自
分
だ
け
の
力
で
過
ご

せ
な
い
期
間
と
し
て
考
え
る
と
、

こ
の
期
間
が
短
く
、
か
つ
長
生
き

が
で
き
る
の
が
理
想
的
で
す
ね
。

　

こ
こ
で
、
栃
木
県
の
平
均
寿

命
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
の
指
標
の
一
つ

と
し
て
、
異
な
っ
た
年
齢
構
成

を
持
つ
地
域
別
の
死
亡
率
を
比

較
す
る
た
め
の
標
準
化
死
亡

比
（
S
M
R
）
の
図
を
示
し
ま

し
た
。
濃
い
赤
は
、
日
本
の
平

均
値
よ
り
統
計
上
明
ら
か
に
高

い
地
域
、
薄
い
赤
は
数
値
が
高

い
地
域
、
ピ
ン
ク
は
低
い
地
域
、

白
は
統
計
上
明
ら
か
に
低
い
地

域
を
示
し
て
い
ま
す
。
原
因
と

な
る
病
気
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
死
亡
か
ら
計
算
さ
れ
た
「
総

死
亡
S
M
R
」
の
値
を
地
図
に

色
付
け
す
る
と
、
栃
木
県
は
全

体
が
赤
く
、
男
性
と
比
較
す
る

と
女
性
の
方
が
よ
り
赤
く
見
え

ま
す
（
図
３
）。
そ
れ
に
対
し
て
、

静
岡
県
は
、
男
女
と
も
赤
い
地

域
は
半
分
以
下
で
す
ね
（
図
４
）。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
栃
木
県
は
心
筋
梗
塞

（
虚
血
性
心
疾
患
）
や
、
脳
梗
塞
・

脳
出
血
と
い
っ
た
脳
血
管
疾
患

で
亡
く
な
る
方
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
脳

血
管
疾
患
の
S
M
R
を
示
し
ま

し
た
が
（
図
５
）、
下
野
市
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の

市
町
が
赤
で
し
た
。
つ
ま
り
、
栃
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認
知
症
に
つ
い
て

　

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

認
知
症
の
早
期
発
見

　

認
知
症
も
ほ
か
の
病
気
と
同

様
に
、
早
期
発
見
・
早
期
診
断
・

早
期
治
療
が
有
効
で
す
。

　

早
期
に
発
見
し
、
正
し
く
診

断
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
症
状
の
進
行
を
穏
や

か
に
し
た
り
、
中
に
は
治
る
タ

イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
早
期
か
ら
適
切
な
相
談
・

助
言
が
で
き
、
将
来
に
備
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

医
学
的
な
判
断
基
準
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
」
の
経
験
か
ら
ま
と

め
た
早
期
発
見
の
目
安
で
す
。

●
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い

□ 

電
話
を
切
っ
た
ば
か
り
な
の

に
、
相
手
の
名
前
を
忘
れ
る

□ 

同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う
・

聞
く
・
お
こ
な
う

□ 

し
ま
い
忘
れ
・
置
き
忘
れ
が
増
え
、

い
つ
も
探
し
物
を
し
て
い
る

□ 

財
布
・
通
帳
・
衣
類
な
ど
を

盗
ま
れ
た
と
人
を
疑
う

●
判
断
力
・
理
解
力
が
衰
え
る

□ 

料
理
・
片
付
け
・
計
算
・
運

転
の
ミ
ス
が
多
く
な
っ
た

□ 
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

□
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

□ 
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
を
理
解

で
き
な
く
な
っ
た

●
時
間
・
場
所
が
わ
か
ら
な
い

□ 

約
束
し
た
日
時
や
場
所
を
間

違
え
る
よ
う
に
な
っ
た

□ 

慣
れ
た
道
で
も
迷
う
こ
と
が
あ
る

●
人
柄
が
変
わ
る

□ 

些
細
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た

□ 

周
り
へ
の
気
づ
か
い
が
な
く

な
り
頑
固
に
な
っ
た

□ 

自
分
の
失
敗
を
人
の
せ
い
に
す
る

□ 

「
こ
の
ご
ろ
様
子
が
お
か
し

い
」
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
た

●
不
安
感
が
強
い

□ 

ひ
と
り
に
な
る
と
怖
が
っ
た

り
寂
し
が
っ
た
り
す
る

□ 

外
出
時
、
持
ち
物
を
何
度
も

確
か
め
る

□ 

「
頭
が
変
に
な
っ
た
」
と
本

人
が
訴
え
る

●
意
欲
が
な
く
な
る

□ 

下
着
を
着
替
え
ず
、
身
だ
し

な
み
を
気
に
し
な
く
な
っ
た

□ 

趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組

に
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た

□ 

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
何
を
す
る
に
も

お
っ
く
う
が
り
、
い
や
が
る

　

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
い
く

つ
か
思
い
あ
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
一
度
、
か
か
り
つ
け
医
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
み
る
こ
と
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
コ
ー
ナ
ー

　

８
月
27
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
に
お
い
て
、
市
内

16
の
小
中
学
校
の
先
生
、
35
名
が

出
席
し
、
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
講
話
を
聞
い
た
後
は
、
実

際
に
ゴ
ミ
出
し
の
正
し
い
対
応
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、

実
演
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
先
生

か
ら
は
「
認
知
症
に
つ
い
て
の
理

解
が
深
ま
り
、
実
生
活
に
役
立

て
ら
れ
る
内
容
で
参
考
に
な
っ
た
。

学
校
で
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
介
護
者
交
流
会

の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
今
回
、
初
め
て
介
護
者
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　
・
金
澤
氏
の
講
話

　
・
参
加
者
の
情
報
交
換

■
講
師

　

公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
栃
木
県
支
部
世
話
人
代
表

　

金
澤 

林
子 

氏

■
日
時

　

11
月
10
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
（
南
河

内
児
童
館
敷
地
内
）
２
階
研
修
室

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加
も
可

能
で
す
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し
ば
し

ほ
っ
と
★
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

「
楽
々
介
護
・
排
泄
＆
移
乗
」

　

介
護
は
毎
日
の
こ
と
で
あ
り
、

介
護
者
の
身
体
に
も
大
き
な
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
力
任
せ
の
介

護
は
腰
痛
や
疲
労
の
原
因
と
な
り
、

危
険
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

便
利
な
福
祉
用
具
の
正
し
い
利

用
や
理
解
に
よ
っ
て
身
体
の
負
担

を
減
ら
し
、
安
全
に
介
護
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
お
む
つ
交
換
、
移
乗
の

技
術
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

館
会
議
室

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

40
名

■
参
加
費　

無
料　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
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ＱＲコード

利用案内
■10月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　南河内図書館　　
■読書会
10月10日㈯　午前10時～
テキスト／モブ ノリオ 著「介護入門」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター 
10月10日㈯　午前10時30分～
10月24日㈯　午後２時～（子ども司書が体験）
■赤ちゃんといっしょ～絵本とベビーマッサージ～
ベビーマッサージ＆絵本の紹介・読み語り
10月15日㈭　午前10時30分～
講　師：有野 なつみ 先生（ＲＴＡ認定講師）
会　場：南河内公民館　1階和室
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定　員：10組（※要申込み）／参加無料
■朗読ボランティア体験講座
発音・発声の基礎から学ぶ初心者向け講座
日　程：10月14日㈬、21日㈬、28日㈬、
　　　　11月４日㈬、11日㈬（全５回）
時　間：午前10時～正午
場　所：南河内公民館　1階会議室
講　師：宇佐美 怜子 先生
定　員：15名（※要申し込み・在住・在勤者）

　　石橋図書館　　
■おはなし会　午前11時～
10月３日㈯ 子ども司書による読み聞かせ
10月17日㈯「３びきのくま」ほか
■栃木県立こども総合科学館主催移動科学教室
10月12日（月・祝）　午後２時～３時30分
①科学マジックショー（約40分）
②工作教室「多翼風車」（約40分）
対　象：小学生
定　員：20名　※９月19日㈯より受付け中
■読書会
10月14日㈬　午前10時～
テキスト／三浦 哲郎 著「素顔」
■工作会「ハロウィンボックスバッグ作り」
10月11日㈰　午後２時～
定　員：10名（先着順）※申し込み不要
■乳幼児向けちいさなおはなし会
10月19日㈪　午前10時30分～
■古典文学講座「平家物語」　※要申し込み
10月25日㈰　午後２時～３時30分
平家物語「実盛最後」「忠度の都落」
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
10月26日㈪　午前10時～ 11時30分

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写し
10月２日・16日㈮　午前９時～
◎２日は書き写しの後10時から講演を行います
タイトル：雷鳴抄のうら話

講　師：下野新聞論説員　早川 茂樹 氏
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
■読書会
10月17日㈯　午前10時～
テキスト／青山 七恵 著「ひとり日和」
■図書館講座「仏像かふぇ～二服目～」
10月17日㈯　午後２時～
講　師：霜村 叡真 先生（大正大学）
定　員：20名／要申し込み
■お話ポケットの会のおはなし会
10月24日㈯　午後２時～
子ども司書による読み聞かせ
■文学講座　定員20名／要申し込み
11月７日㈯　午後１時30分～
講　師：橋本 孝 先生(宇都宮大学)
■ジャズコンサート　定員20組／要申し込み
11月７日㈯　午後５時～
出　演：スイング トワイライト ジャズ オーケストラ

　　◇ 休 館 の お 知 ら せ ◇　　
　南河内図書館は蔵書点検のため、国分寺図
書館は空調工事と蔵書点検のため、下記の期
間休館します。返却はブックポスト（視聴覚資
料不可）または開館している図書館のカウン
ターにお願いします。
・南河内：９月28日㈪～10月８日㈭
・国分寺：10月５日㈪～12日(月・祝)
　　　　  11月９日㈪～16日㈪
　◇ リサイクル市のお知らせ ◇　

・南河内図書館：11月７日㈯・８日㈰
・石橋図書館：10月10日㈯～12日(月・祝)
・国分寺図書館：10月24日㈯～11月１日㈰
※取り扱う資料は各館によって異なります

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
若冲（国） … 澤田 瞳子
　 今年、生誕300年を迎え注目される画家・伊藤
若冲。奇才の画家が生涯挑んだものとは…。

スクラップ・アンド・ビルド（国） … 羽田 圭介
生きるということ（南） … なかにし 礼
文豪の素顔（南） … 高橋 敏夫
甦る灯火（石） … 高杉 治憲
教養は「事典」で磨け（石） … 成毛 眞
＜児童書＞
どんどんくるくる（国） … 中尾 昌稔
ことらちゃんの冒険（国） … 石井 桃子
まほうのきって（南） … こばやし ゆかこ
ざしきぼっこ（南） … 武田 美穂
なかよくなれたね（石） … 森山 京
タケノコごはん（石） … 大島 渚
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
　こでも貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

読書人

◇ご利用の図書館で所蔵していない資料でも、市内の図書館で所蔵があれば配送して貸出することができます。
貸出中の場合は予約も可能です。詳しくは図書館カウンターにてお尋ねください。
南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

2015上半期ベスト！

　今回の読書人は、2015年上半期（4
月～8月）に市内3図書館で貸出回数
の多かった本を紹介します。一般書は
相変わらずミステリーが人気です。
児童書は昨年、サバイバルとゾロ
リシリーズが上位を占めていまし
たが、今年は様々な本が読まれて
います。

一般書ベスト２位

火星に住む
つもりかい？

伊坂 幸太郎 著
光文社

児童書ベスト３位

思い出の
マーニー

ジョーンＧ．
ロビンソン 原作
徳間書店

住人が互いに監視し、密告する。交代制の
「安全地区」と、そこに配置される「平和
警察」。制度が出来て以降、犯罪件数が減っ
たというが…。　　　　　　　（南・石・国）

心を閉ざした杏奈の前に表れた金髪のマー
ニー。二人の少女のひと夏の思い出を描く、
スタジオジブリの長編アニメーションの絵
本版。　　　　　　　　　　　（南・石・国）

一般書ベスト３位

豆の上で眠る

湊 かなえ 著
新潮社

13 年前に起こった姉の失踪事件。姉は無
事に戻ってきたけれど、妹の心には今でも
“ 違和感 ” が残り続けていた。「あなたは本
当に、本物のお姉ちゃん？」　（南・石・国）

児童書ベスト２位

かいけつゾロリ
のクイズ王

原 ゆたか 作・絵
ポプラ社

ゾロリたちがクイズ番組に出場すること
に。優勝すれば億万長者！？がんばれ！ゾ
ロリたち！シリーズから 9位にもランクイ
ン。　　　　　　　　　　 　（南・石・国）

物語のおわり
湊 かなえ 著
朝日新聞出版

100かいだてのいえ
いわい としお 作

偕成社

様々な人生の岐路に立たされた人々が
北海道への一人旅をする中で受け取る
のは、結末の書かれていない物語だっ
た。人々は結末に思いを巡らせ、自分
の人生の決断へと一歩を踏み出す。
　　　　　　　　　　　　（南・石・国）

空まで届くふしぎな家を登って探検し
よう！迫力満点の大画面、いろいろな
生きものに会いながら頂上をめざせ。
人気シリーズの一冊で、今年の栃木県
夏休みすいせん図書にも選ばれた。
　　　　　　　　　　　　（南・石・国）

一
般
書
ベ
ス
ト
１

児
童
書
ベ
ス
ト
１

〈一般書〉貸出ベスト10
１．「物語のおわり」 湊 かなえ 著

２．「火星に住むつもりかい？」 伊坂 幸太郎 著

３．「豆の上で眠る」 湊 かなえ 著

４．「３時のアッコちゃん」 柚木 麻子 著

５．「山女日記」 湊 かなえ 著

６．「火花」 又吉 直樹 著

７．「サラバ！（上）」 西 加奈子 著

８．「フォルトゥナの瞳」 百田 尚樹 著

９．「悲嘆の門（上）」 宮部 みゆき 著

10．「絶唱」 湊 かなえ 著

～ 湊かなえが４作！「火花」も健闘 ～

〈児童書〉貸出ベスト10
１．「100 かいだてのいえ」 いわいとしお 著

２．「かいけつゾロリのクイズ王」 原 ゆたか 著

３．「思い出のマーニー」

 ジョーン・Ｇ．ロビンソン 原作

４．「実験対決 10」 ゴムドリ co. 著

５．「極寒のサバイバル」 洪 在徹 著

６．「のせてのせて 100 かいだてのバス」

 マイク・スミス 著

７．「あしたあさってしあさって」

 もりやま みやこ 著

８．「ぼくはうちゅうじん」 中川 ひろたか 著

９．「かいけつゾロリの大まじんをさがせ !!」

 原 ゆたか 著

10． 「クレヨンからのおねがい！」

 ドリュー・デイウォルト 著

～昨年よりよみものや絵本が読まれています～

児童書ベスト１位一般書ベスト１位

す。

Shimotsuke
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第10回市民農園まつりを開催します
＜収穫の喜びをみんなで味わい楽しいひと時を過ごしましょう＞

　「下野市市民農園」では、市の農業・農村の活性化を図るため、都市農村交流拠点施設とし
て、春の田植え事業をはじめ稲刈り、さつま芋掘り等消費者と生産者の交流事業を実施していま
す。それらの終結として市民農園まつりを次のとおり開催しますので、多くの皆様の参加をお待
ちしています。

　■日時
　　１１月７日（土）
　　午前１０時～午後１時
　　（雨天決行）
　■場所　　
　　下野市市民農園
　　（薬師寺２８５０－1）
　　※薬師寺保育園が臨時駐車

場としてご利用になれま
す。

　■内容
　　〇開会式アトラクション
　　　・国分寺中学校吹奏楽部

による演奏
　　　・薬師寺保育園児による遊戯
　　〇無料提供します（数に限りがあります。）
　　　・ポップコーンや農園で育てたさつまのふかし芋、いも煮を提供します。
　　〇下野市新鮮野菜の販売
　　　・ほうれん草、ブロッコリー、だいこん、

長ネギ、いちご等を販売します。
　　〇手作り無添加農産物加工品の販売
　　　・炭酸まんじゅう、焼きそば、赤飯、五目

おこわ、いなり、切りもち、おでん等
　　〇ガーデニング講習会
　　　＜秋の草花５種類の寄せ植えをします＞
　　　　■参加費　１名1,000円　50名迄
　　　　　　　　※事前予約が必要です。　
　　　　■申し込み期間　10月15日～10月30日迄
　■申し込み・問い合わせ先
　　　　下野市農業公社　☎48－2117
　　　　午前８時30分～午後５時（土・日を除く）

　※ご協力ください
　　会場は駐車場が狭いため、車の乗り合わせ・自転車等の利用をお願い致します。

主催　下野市消費者と生産者との交流イベント実行委員会
共催　南河内農産物加工組合・農村生活研究グループ南河内支部
　　　認定農業者連絡協議会南河内支部・市民農園利用者の会、下野市産業振興部農政課

N

自治医大駅

自治医大

徒歩５分

市民農園

コンビニ

製菓工場

臨
時
駐
車
場
入
口

県
道

新
４
号
線

祇園小

道の駅
しもつけ

南河内中

保育園
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◎
市
民
活
動
補
助
事
業

及
び
市
制
１
０
周
年
記

念
市
民
提
案
事
業
の
実

施
予
定
に
つ
い
て
。

　

事
業
の
一
部
に
つ
き
ま
し
て
、

実
施
日
等
を
以
下
の
通
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ご
都
合
宜
し
け

れ
ば
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
な
ど
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
民
活
動
補
助
事
業
・
・
・

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
団
体
の
持
ち
味
を
生
か

し
た
自
主
的
な
取
組
事
業
を
募

集
し
、
審
査
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
事
業
に
か
か
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

　

市
民
提
案
事
業
と
は
、
下
野

市
制
施
行
10
周
年
記
念
市
民
提

案
事
業
と
は
、
平
成
28
年
1
月

10
日
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
市
の
魅
力
を

効
果
的
に
発
信
す
る
取
組
や
郷

土
へ
の
愛
着
心
を
高
め
ら
れ
る

自
主
的
な
取
組
事
業
を
募
集
し
、

審
査
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
事
業

に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）5
5
8
5

し
も
つ
け

マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業

■
日
時　

12
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

き
ら
ら
館
芝
生
広
場

（
下
古
山
１
２
２
０
）

■
内
容　

し
も
つ
け
マ
ー
ケ
ッ

ト
2
0
1
5
昨
年
も
多
く
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
盛
り
上
が
っ
た

シ
モ
テ
ィ
主
催
の
マ
ル
シ
ェ
イ

ベ
ン
ト
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で

遊
び
に
行
こ
う
！

○ 

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
等
の
シ

ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス

○ 

フ
ー
ド
&
ス
イ
ー
ツ
飲
食
店

舗
ブ
ー
ス

○ 

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
地
元
農
家
の
野
菜
販
売
*

○ 

み
ん
な
で
つ
な
が
る
ア
ー
ト
ワ

ー
ク
・
体
験
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

■
入
場
料　

無
料

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
モ
テ
ィ

　

com
eon@

shim
oty.com

 

　

http://shim
oty.com

/

☆
市
民
活
動
補
助
事
業
☆

下
野
天
平
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
来
場
者
増
員
計
画
事
業

■
日
時

　

10
月
11
日
㈰
祝
前
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　

荒
天
中
止

■
場
所　

天
平
の
丘
公
園　

花

広
場
（
国
分
寺
9
9
3
）

■
内
容　

天
平
の
丘
の
自
然
を

活
用
し
、
花
見
以
外
に
も
人

の
流
れ
を
つ
く
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

様
々
な
人
が
楽
し
め
る
音
楽
・

芸
術
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を

図
る
。

■
入
場
料　

無
料

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
天
平
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
鈴
木
）

☎
0
8
0（
3
7
0
6
）2
7
3
1

☆
下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

市
民
提
案
事
業

し
も
つ
け
ご
当
地
グ
ル
メ
の
推

進
と
市
民
発
信
型
の
Ｐ
Ｒ
事
業

■
日
時
11
月
８
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園
産

業
祭
会
場
内

■
内
容　

市
特
産
物
の
か
ん

ぴ
ょ
う
や
ご
ぼ
う
を
使
用
し
、

ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
団
体
公

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
か
ん

ぴ
ょ
う
＆
ご
ぼ
う
フ
ラ
イ
」
を

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
店
・

販
売
し
地
域
活
性
化
に
努
め
る
。

今
回
、
産
業
祭
に
出
店
し
数
量

限
定
で
販
売
し
ま
す
。

■
主
催　

石
橋
商
工
会
青
年
部

■
問
合
せ
先

　

石
橋
商
工
会
青
年
部
事
務
局

　

☎（
53
）０
４
６
３（
木
野
内
）

男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業

■
日
時　

11
月
29
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
（
予
定
）

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

講
演
会
を
開
催
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

た
め
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

同
日
、（
仮
）
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
の
説
明
会
を
開
催
。

■
主
催　

下
野
つ
ば
さ
の
会

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ
先

　

☎
（
53
）４
５
６
０
（
山
口
）

■
実
施
期
間

　

11
月
29
日
〜
１
月
３
日

　

点
灯
時
間
午
後
５
時
〜
９
時

■
内
容　

入
口
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
祝
下
野
市
制

施
行
10
周
年
及
び
お
菓
子
の
家

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

し
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
。

ま
た
、
石
橋
駅
西
口
に
も
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
る
。
ポ
ス

タ
ー
掲
示
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
市
の
良
さ
魅
力
及

び
市
ブ
ラ
ン
ド
（
地
域
資
源
）

を
市
内
外
へ
周
知
す
る
。

■
主
催　

下
野
市
ウ
ィ
ン
タ
ー

活
性
化
推
進
協
議
会

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
せ
先

　

☎（
53
）１
８
２
９
（
有
野
）

ゆ
う
が
お
混
成
合
唱
の
つ

ど
い
事
業

■
日
時　

１
月
24
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

結
城
市
等
近
隣
市
の

合
唱
団
と
の
本
市
初
の
歌
声
交
流

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

下
野
混
成
合
唱
団

■
問
合
せ
先　

　

☎
０
８
０（
６
５
５
３
）２
０
９
９

（
根
本
）

　

skg91@
y4.dion.ne.jp

▲昨年の開催状況

祝
下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
第
７
回

グ
リ
ム
の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
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　今回は４回目です。

LESSON4 さあ、まちづくりを始めよう！
まちづくり活動を始める前に、まちづくりの仕組みを理解することから始めましょう。

カンピくん
〔道の駅しもつけイ
メージキャラクター、
下野市観光大使〕

情報
共有

情報提供 情報提供

議会 市

市政に関する
情報

市民

まちづくりに関する
情報収集

まちづくりは、まちの情報を知ることから！

まちづくりを進めるための３つのルール（原則）に「情報共有」があっ
たよね。まちづくりは、まちの情報を知ることから始まるんだよ。

議会と市は、まちの情報を上手に集めて、市民にできるだけ分かりやす
く提供してくれるよ。情報は、どうすれば知ることができるかな？

そうだね。他にも新聞やデータ放送、メール配信などいろいろな方
法で情報発信されているよ。

それぞれの役割が分かったところで早速まちづくりを始めてみたいけど、
そういえば身近にどんな課題があるかよく分からないなぁ。

毎月、市の広報が届くね。それから市のホームページも見たことがあるよ。

こまろ（下毛野朝臣古
麻呂）〔下野薬師寺の建
立、大宝律令の選定に
携わった下野市ゆかり
の人物〕

（2）市民、議会及び市は、
互いに市政に関する情報を
共有する。

第５条
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平成26年４月からから下野市自治基本条例が施行されました。中学生向け概要版を用いて条例の説明をしていきます。　　

協働

それぞれの視点を活かして協働のまちづくりを進めよう！

できることから始めてみよう！

市
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
役
と
し
て
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対等・協力

対等・協力

対等・協力

活動支援

議会 市

●地域や市民生活の
　課題解決

●企画立案段階から協議

市民

まちづくりの合言葉を思い出してごらん。誰にでも得意な分野があるよね。
それを活かしてこそ「協働」だよ！

まちの情報を知って、今どんな課題があるのか分かったよ。その課題を解決する
ために何か活動したいけど、自分の力だけでできることには限界があるよね。

下野市では、こんな協働の事例があるよ。

■問い合わせ先　市民協働推進課　☎（40）5585

「子どもを守る家」の取組

　通学路沿いの住宅、商店、コンビ
ニ等が「子どもを守る家」として登
録し、ＰＴＡ組織、警察等と協力し
ながら、子どもたちの安全確保に努
めています。

「姿川クリーン作戦」の取組

　河川美化活動を行うことで、河川
への親しみを深めることを目的に地
元住民や各種団体、ボランティアの
協力を得て、毎年実施しています。

「グリムの森
イルミネーション」の取組

　下野ブランドにも認定された「グ
リムの森イルミネーション」は、ボ
ランティア団体が企業や個人からの
寄付、市の支援により手作りで開催
し、冬の風物詩として地域の活性化
を図っています。

市民、議会及び市は、
まちづくりを推進する
ために、それぞれの立
場を理解し、目的を共
有し、相互に依存する
ことなく力を合わせて、
その実現に努めるもの
とする。
２　市は、市民の自主
的なまちづくり活動を
促進するために、必要
な支援を行わなければ
ならない。

第10条
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■
繰
り
上
げ
受
給
の
注
意
点

　

繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
か

ど
う
か
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金
繰
り
上
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か

ら
受
け
取
る
の
が
基
本
で
す
が
、
本
人
が

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
受
け
取
る

年
金
額
が
65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額

に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
率
は
、
受
給
を
希
望
し
、
請
求
し

た
月
か
ら
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
の

月
数
に
応
じ
て
、
1
か
月
繰
り
上
げ
る
ご

と
に
０
・
５
％
ず
つ
低
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
り
上
げ
の
請
求
を
行
う
月

に
よ
っ
て
減
額
率
は
異
な
り
ま
す
。
な
お
、

減
額
は
一
生
続
き
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
を
裁
定
請
求

と
い
い
、
国
民
年
金
の
裁
定
請
求
の
手
続

き
は
、
市
区
町
村
役
場
の
国
民
年
金
の
窓

口
（
第
2
号
お
よ
び
第
3
号
被
保
険
者
期

間
が
あ
る
場
合
は
年
金
事
務
所
）
で
行
い

ま
す
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

① 

繰
り
上
げ
の
請
求
を

し
た
場
合
は
、
裁
定

の
取
り
消
し
や
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

② 

請
求
時
の
年
齢
に
応

じ
て
年
金
額
が
減
額

さ
れ
、
一
生
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③ 

繰
り
上
げ
受
給
後
は
、

65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
て
も
、
原
則

と
し
て
障
害
基
礎
年

金
が
受
給
で
き
ま
せ

ん
。

④ 

繰
り
上
げ
受
給
後
に

遺
族
年
金
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

老
齢
基
礎
年
金
と
遺

族
年
金
の
ど
ち
ら
か

一
方
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
65

歳
か
ら
は
両
方
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
は
減
額
支

給
の
ま
ま
で
す
。

⑤ 

寡
婦
年
金
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
り
ま

す
。

⑥ 
国
民
年
金
の
任
意
加

入
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
老
齢
基
礎
年
金
繰
下
げ
受
給

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
本
人

が
希
望
す
れ
ば
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の

希
望
す
る
と
き
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
受
け
取
る

年
金
額
が
65
歳
か
ら
受
け
始
め
る
年
金
額

に
比
べ
増
額
さ
れ
ま
す
。
増
額
率
は
、
65

歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ
の
申
し
出
を

行
っ
た
月
の
前
月
ま
で
の
月
数
に
応
じ
て
、

1
か
月
繰
下
げ
る
ご
と
に
０
・
７
％
ず
つ

高
く
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
繰
下
げ
の
請
求
を
行
う
月
に

よ
っ
て
増
額
率
は
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

昭
和
16
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

は
、
66
歳
で
受
け
取
り
始
め
た
場
合
は

12
％
、
67
歳
で
は
26
％
、
68
歳
で
は
43
％
、

69
歳
で
は
64
％
、
70
歳
で
は
88
％
の
増
額

と
な
り
ま
す
。

●老齢基礎年金繰り上げ受給総額（累計額）20歳から 60歳まで 40年間保険料を納めて、65歳から
の年金額を満額780,100円（平成27年度の額）受け取るものとして計算しています。
※ 表中の金額は、受給開始年齢到達月（誕生日の前日の属する月）に繰り上げした減額率により
計算しています。
※ 実際には、請求した月に応じて、次の式で計算された減額率によって老齢基礎年金額が減額
されます。減額率＝0.5％×繰り上げ請求月から65歳になる月の前までの月数

単位：円
受給開始年齢

累計額

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

70% 76% 82% 88% 94% 100%

60歳時 546,100

61歳時 1,092,200 592,900

62歳時 1,638,300 1,185,800 639,700

63歳時 2,184,400 1,778,700 1,279,400 686,500

64歳時 2,730,500 2,371,600 1,919,100 1,373,000 733,300

65歳時 3,276,600 2,964,500 2,558,800 2,059,500 1,466,600 780,100

70歳時 6,007,100 5,929,000 5,757,300 5,492,000 5,133,100 4,680,600

75歳時 8,737,600 8,893,500 8,955,800 8,924,500 8,799,600 8,581,100

80歳時 11,468,100 11,858,000 12,154,300 12,357,000 12,466,100 12,481,600

○昭和16年4月2日以降に生まれた方

支給の繰下げを
申し出た日の年齢

受取率

65歳 100%

66歳0か月～　　
　　　66歳11か月

108.4％～116.1％

67歳0か月～　　
　　　67歳11か月

116.8％～124.5％

68歳0か月～　　
　　　68歳11か月

125.2％～132.9％

69歳0か月～　　
　　　69歳11か月

133.6％～141.3％

70歳 142%
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「
平
等
に
な
っ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
割
合
は
男
性
の
35
・

６
％
、
女
性
の
25
・
９
％
い
る

一
方
で
、
男
性
優
遇
と
答
え
た

割
合
は
、
男
性
の
46
・
０
％
、

女
性
の
36
・
７
％
を
占
め
ま
し

た
。

男
女
共
同
参
画
社
会

　

下
野
市
で
は
『
下
野
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
い

て
、
男
女
の
自
立
と
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
今

後
の
施
策
に
市
民
意
識
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

■
調
査
対
象　

２
，０
０
０
人

　
（
18
歳
以
上
の
下
野
市
民　

男
女
各
１
，０
０
０
人
）

■
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

■
調
査
時
期　

２
月

■
回
収
率　

33
・
３
％

未
婚
や
晩
婚
が
増
え
て
い
る

理
由
に
つ
い
て

　

全
体
で
は
「
独
身
の
自
由
さ

や
気
楽
さ
を
失
い
た
く
な
い
か

ら
」
が
54
・
４
％
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
別
に
み
る
と
、
男
性
は

「
経
済
的
に
余
裕
が
な
い
か
ら
」、

女
性
は
「
独
身
の
自
由
さ
や
気

楽
さ
を
失
い
た
く
な
い
か
ら
」

が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多
く
な
っ
て

に
余
裕
が
な
い
か
ら
」
は
15
ポ

イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
男
性
は
結

婚
に
対
し
て
経
済
力
が
重
要
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お

り
、
女
性
は
自
由
や
気
楽
さ

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
異
性
と
う
ま
く
つ

き
合
え
な
い
か
ら
」、「
経
済
的

に
余
裕
が
な
い
か
ら
」
で
男
性

が
女
性
を
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
上

回
っ
て
お
り
、
特
に
「
経
済
的

未婚・晩婚が増えている理由 

0 10 20 30 40 50 60
女性 男性 全体

無回答

わからない

特にない

その他

一生、結婚するつもりはない
人がいると思うから

親や周囲が結婚に
同意しないから

結婚生活のための住居の
めどがたたないから

精神的に余裕がないから

経済的に余裕がないから

異性とうまく
つき合えないから

希望の条件を満たす相手に
めぐり会わないから

異性と知り合う（出会う）
機会がないから

独身の自由さや気楽さを
失いたくないから

趣味や娯楽を
楽しみたいから

仕事（または学業）に
打ち込みたいから

同棲でよいと
思っているから

結婚の必要性を
感じていないから 53.7

5.0

29.9

27.4

59.3

47.4

38.2

18.8

36.3

15.2

2.2

3.0

13.9

3.0

1.1

2.5

2.2

49.4

4.1

26.4

27.5

54.4

44.3

35.4

21.8

42.9

13.5

3.2

2.1

14.6

2.7

1.2

3.5

3.2

（％）

45.0

3.0

22.5

27.5

48.7

40.6

32.9

24.8

51.7

11.7

4.0

1.0

15.4

2.3

1.3

4.7

3.4

男性の方が優遇されている
どちらかと言えば男性の方が優遇されている
平等になっている
どちらかと言えば女性の方が優遇されている

職場で男女の扱いが平等になっているか

女性の方が優遇されている
わからない
無回答

0 20 40 60 80 100

8.6男性
（n=163）

女性
（n=158）

37.4 35.6

0 0.6 （％）

14.1 3.7

21.5 15.2 25.9

1.3 0

32.3 3.8

を
失
う
、
仕
事
に
打
ち
込
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
意

識
に
つ
い
て

幹
部
職
員
へ
の
採
用
に
お
け
る

男
女
平
等
感

■問い合わせ先　市民協働推進課　☎（40）５５８５

男
性
も
女
性
も
共
に
輝
く
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

第４回下野市産業祭…Ｐ37

市長のいきいきタウントーク開催…P37

国分尼寺50周年記念講演会…P38

しもつけ風土記の丘資料館からのお知らせ…P42

市民農園の利用者募集…P47

月 火 水 木 金 土 日
10/1 2 3 4
国勢調査（9.8）
みそ汁塩分測
定会（6.16）

お口の健康と
認知症予防
（9.17）
アコーディオ
ンによる歌声
（10.45）

かなちゃん

歌声喫茶（9.39）

5 6 7 8 9 10 11
しもつけ減塩
部（9.15）
お口の健康と
認知症予防
（9.17）

ひとり親家庭
巡回就業相談
（9.42）
保育のお仕
事復帰講座
（9.43）

苔玉つくりを
しよう（9.29）

ヘルシーライ
フスタイル講
座（9.14）
アコーディオ
ンによる歌声
（10.45）

家族介護者交
流会（9.17）

英語リラックスタイム
（9.3）
薬師祭（9.34）
さつまいも掘り（9.40）

市民体育祭石橋・国分寺地
区運動会（9.22）
南河内地区スポーツフェ
スティバル（9.22）
薬師祭（9.34）
下野天平フェスティバル
（10.31）

12 13 14 15 16 17 18

さっちゃん

お口の健康と
認知症予防
（9.17）
司法書士無料
法律相談会
（10.48）

脂っ得納得教
室（10.24）

ベジタリアン
の風セミナー
（9.38）

英語リラックスタイム
（9.3）
秋のイベント（10.42）
文化講演会（10.10）

生涯学習情報センターま
つり（9.3）
フッ素塗布・歯の相談会
（10.21）

19 20 21 22 23 24 25
行政書士無料
専門相談会
（10.48）
ゆーこの部屋
（10.9）

小山地区医師会主催市民
公開講座（10.21）
定期歴史講座（10.42）

26 27 28 29 30 31 11/1

たくちゃん

マシアスの町
遊び（10.52）

体力・運動能力調査
（10.14）
下野市テニスの集い
（10.14）
下野市菊花展～８日
（9.10）

天平の芋煮会（9.10）

2 3 4 5 6 7 8
パソコン基本
操作相談窓口
（10.9）

しもつけ市民
芸術文化祭
2015（10.10）

ふれあいコ
ンサート
（10.38）

アコーディオ
ンによる歌声
（10.45）

スナッグゴルフ教室
（10.15）
市民農園まつり（10.30）
議会報告会（10.40）

親善テニス大会（10.14）
産業祭（10.37）
国分尼寺50周年講演会
（10.38）
しもつけご当地グルメ推
進事業（10.31）

9 10 11 12 13 14 15

るりたん

糖尿病予防教
室（10.25）
石高マラソン
大会（10.39）

オカリナ入門
講座（10.45）

まっちゃん

障がい者スポーツ交流会
（10.16）
姿川クリーン作戦
（10.46）
あおぞら祭（10.45）

自然の森に親しもう
（10.44）

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

10月誕生日のみんな！
おめでとう

しもつけ市民芸術文化祭2015（10･10）

とちぎ「食と農」ふれあいフェア（10.37）
しもつけ市民芸術文化祭2015（10.10）

市長のいきいきタウントーク（10･37）
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下
野
市
制
施
行
10

周
年
記
念
第
４
回

下
野
市
産
業
祭
を

開
催
し
ま
す

11/8

市
内
の
地
域
産
業
全
般
の
振
興

発
展
及
び
市
民
と
の
交
流
を
通
し

て
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
産
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
会

場
に
お
い
て
は
、
各
分
野
の
企
業

や
小
売
店
等
が
出
展
し
、
取
扱
い

商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
を
行
う

ほ
か
、
地
元
の
農
産
物
や
特
産
品

の
販
売
、
日
ご
ろ
接
す
る
こ
と
の

少
な
い
工
業
製
品
の
展
示
な
ど
多

彩
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
園

児
た
ち
に
よ
る
発
表
会
も
あ
り
ま

す
。詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月

中
旬
に
各
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

11
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
会
場

　

大
松
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

市
民
の
皆
様
が
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
の
率
直
な

意
見
・
要
望
・
提
言
を
伺
い
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
政
懇
談
会
「
市
長
の
い

き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」
を
開
催

し
ま
す
。
平
成
18
年
に
は
じ
ま
り
、

今
回
で
18
回
目
を
向
か
え
ま
す
。

市
内
３
か
所
の
会
場
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
都
合
の
よ
い
日
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

○
10
月
22
日
㈭

　

午
後
７
時
〜

　

会
場
：
国
分
寺
公
民
館

○
10
月
23
日
㈮

　

午
後
７
時
〜

　

会
場
：
南
河
内
公
民
館

○
10
月
24
日
㈯

　

午
前
10
時
〜

　

会
場
：
き
ら
ら
館

■
懇
談
会
の
内
容

・
市
政
の
近
況
報
告

・
意
見
交
換

　

ご
意
見
等
は
会
場
に
て
直
接
承

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

と
ち
ぎ〝
食
と
農
〞ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
２
０
１
５
開
催

10/24
栃
木
の
豊
か
な
農
業
・
農
村
を

未
来
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
県

農
産
物
の
味
わ
い
や
農
業
に
関
す

る
体
験
を
通
し
て
、栃
木
県
の〝
食

と
農
〞
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費

者
と
農
業
者
が
共
に
食
と
農
を
楽

し
む
祭
典
で
す
。

■
日
時

　

10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　

栃
木
県
庁
及
び
周
辺
施
設

■
内
容

・ 

下
野
ブ
ラ
ン
ド
の
展
示
・
ふ
く

べ
の
絵
付
け
体
験
教
室
開
催

・ 

県
内
の
農
産
物
・
特
産
品
等
の

展
示
・
販
売

・ 

と
ち
ぎ
自
慢
の
農
産
物
や
特
産

品
を
利
用
し
た
食
体
験

・ 

食
育
・
地
産
地
消
に
関
す
る
情

報
発
信　

な
ど

■
駐
車
場　

県
庁
駐
車
場
・
栃
木

県
河
内
庁
舎
（
会
場
ま
で
の
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
〝
食
と
農
〞
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：

　

栃
木
県
農
政
部
農
村
振
興
課
）

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
３
３
３

市
長
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す

2
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今
年
は
、
下
野
国
分
尼
寺
跡
が

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
国
指
定

を
受
け
て
か
ら
50
年
の
節
目
の
年

に
な
り
ま
す
。
国
指
定
50
周
年
を

記
念
し
、
下
記
の
と
お
り
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

下
野
国
分
寺
跡
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
の
文
献
や
絵
図
か
ら
場

所
が
特
定
さ
れ
て
お
り
、
大
正
10

年
に
県
内
最
初
の
国
指
定
史
跡
と

な
り
ま
し
た
。

　

下
野
国
分
尼
寺
跡
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
推
定
地

が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
39
年
４
月

に
工
場
の
造
成
工
事
に
伴
い
金
堂

跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
緊
急
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発

掘
調
査
の
成
果
を
受
け
て
、
翌
40

年
４
月
に
は
国
の
史
跡
と
し
て
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
42
年
か
ら
史
跡
整
備
が
開
始
さ

れ
、
昭
和
45
年
度
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
史
跡
整
備
は
全
国
の
国

分
尼
寺
の
中
で
最
初
の
整
備
で
あ

る
と
と
も
に
、
栃
木
県
内
で
最
初

の
史
跡
整
備
と
な
り
ま
し
た
。

3

■
日
時

　

11
月
８
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　

栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

研
修
室

■
講
師

　

東
京
大
学
大
学
院
教
授

　

佐
藤　

信　
　

先
生

■
演
題

　
『
下
野
国
分
寺
と
国
分
尼
寺
の

造
ら
れ
た
時
代
』
に
つ
い
て

■
定
員

　

１
３
０
名
（
参
加
費
無
料
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
８
日
〜

　

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

〒
３
２
９

－

０
４
１
７

　

下
野
市
国
分
寺
９
９
３

　

☎（
44
）５
０
４
９

※ 

窓
口
ま
た
は
電
話
ご
連
絡

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
は
受
付

し
て
お
り
ま
せ
ん

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

展
示
会
を
開
催
し
ま
す

～10/12
　

私
た
ち
が
住
む
町
を
ど
う
い
う

町
に
す
る
か
、
国
で
起
き
て
い
る

問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
は
私
た
ち
が
選
ん
だ
代

表
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
代
表
者
を
選
ぶ
の
が
選
挙
で

す
。

　

大
切
な
一
票
。
選
挙
は
明
る
く

正
し
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
市
内
の
児
童
、
生
徒
の

み
な
さ
ん
に
明
る
い
選
挙
を
呼
び

か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。
明
る
い
選
挙
へ
の
想
い
が

込
め
ら
れ
た
印
象
的
な
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
場
所
・
開
催
日
等

◇
国
分
寺
公
民
館
１
階
展
示
室

　

開
催
中
〜
10
月
６
日
㈫

　
（
公
民
館
休
館
日
を
除
く
。）

※
市
内
小
中
学
校
全
作
品
展
示

◇
グ
リ
ム
の
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

10
月
８
日
㈭
〜
12
日
㈪

※ 

石
橋
小
・
古
山
小
・
細
谷
小
・

石
橋
北
小
・
石
橋
中
の
作
品
の

み
展
示

◇
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
８
日
㈭
〜
12
日
㈪

※ 

薬
師
寺
小
・
吉
田
東
小
・
吉
田

西
小
・
祇
園
小
・
緑
小
・
南
河

内
中
・
南
河
内
第
二
中
の
作
品

の
み
展
示

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
40
）５
５
６
２

ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

11/4
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

く
し
で
は
、
心
に
響
く
生
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
子
様
か
ら
大

人
の
方
ま
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
当

日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
演
奏
者

　

ヴ
ィ
オ
ラ　

粂
川
吉
見

　

ピ
ア
ノ　
　

田
中
純
子

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

粂
川
正
子

■
演
奏
曲
目

　

ア
ラ
ジ
ン
〜
ホ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ル
ド
、
小
さ
な
世
界
、
ア
メ

イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
、
小
さ
な
喫

茶
店
、
ビ
ク
ト
ル
・
ハ
ラ
の
平
和

に
生
き
る
権
利
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
の
秋
の
歌
ほ
か

■
日
時　

11
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

下
野
国
分
尼
寺
跡
国
指
定
50
周
年
記
念

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

明
る
い
選
挙
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

選
挙
の
め
い
す
い
く
ん
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第
27
回
石
高
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
案
内

11/11平
成
27
年
11
月
11
日
㈬

　
（
予
備
日
12
日
）

　

男
子　

15
・
９
㎞

　

女
子　

８
・
３
㎞

　

男
子
ス
タ
ー
ト　

10
時
10
分

　

女
子
ス
タ
ー
ト　

10
時
20
分

　

通
行
等
に
御
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
沿
道
か
ら
の
ご
声
援
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

■
「
錦
鯉
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

橋
本
貴
広
氏
（
石
橋
）
か
ら
市

に
錦
鯉
30
尾
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
見
て

い
た
だ
き
た
く
、
天
平
の
丘
公
園

の
南
西
に
あ
る
水
生
植
物
園
の
池

に
放
流
し
ま
し
た
。

　

天
平
の
丘
公
園
を
訪
れ
た
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
「
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た

　

佐
々
木
篤
氏
（
薬
師
寺
）
か
ら

市
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
健
康
づ
く

り
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
の
低
い
方
に
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
基
準

日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点

で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方

（
外
国
人
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

基
準
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
な

い
方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た

市
町
村
で
申
請
の
受
付
け
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方

※ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
き

ま
す
。

※ 

支
給
対
象
と
な
り
得
る
方
に
は

８
月
下
旬
に
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。

■
支
給
額　

１
人
に
つ
き
６
千
円

■
申
請
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

申
請
期
間
に
つ
い
て
は
、
９
月

１
日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
の
６
か

月
間
で
す
。
申
請
期
間
中
に
郵
送

ま
た
は
社
会
福
祉
課
に
直
接
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
確
定
申
告
、
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

第27回石高マラソン大会
（男子15.9km）

第27回石高マラソン大会
（女子8.3km）

「臨時福祉給付金」の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”

にご注意ください。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員をかたった電
話がかかってきたり、郵便が届いたら、市役所や警察署（ま
たは警察相談専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。

平
成
27
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付
を
行
っ
て
ま
す
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電
気
設
備
法
定
点
検
に
伴

う
庁
舎
・
公
民
館
の
停
電
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

へ
の
接
続
停
止
に
つ
い
て

　

電
気
設
備
の
法
定
定
期
点
検
に

伴
い
、
国
分
寺
庁
舎
及
び
国
分
寺

公
民
館
が
停
電
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
下
野
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
接
続
や
、
一
部
の
施

設
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
へ
の
接

続
が
で
き
な
く
な
り
、
施
設
予
約

を
受
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
票
等
自
動
交
付
機

が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
停
電
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

接
続
停
止
の
予
定
日
時

　

11
月 

23
日
㈪
・
㈷

　

終
日
予
定

■
施
設
予
約
が
で
き
な
く
な
る
施

設
　

公
民
館
、
体
育
施
設
、
道
の
駅

し
も
つ
け

※ 

国
分
寺
庁
舎
内
の
住
民
票
等
自

動
交
付
機
に
つ
い
て
も
、
終
日

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１

「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）」
及
び
「
下
野
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本
市

に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
展

望
を
提
示
す
る
「
下
野
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
今
後
５
か
年
の
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体

的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
下
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
下
野
市
総
合
計
画
審
議
会
」

に
お
い
て
本
計
画
に
か
か
る
意

見
・
提
言
を
い
た
だ
き
、
原
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

及
び
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

　

①
総
合
政
策
課

　
　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

　

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

　
　
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

③
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
募
集
期
間

　

10
月
９
日
㈮
〜
23
日
㈮

※ 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場

合
も
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
必

着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送　

②
Ｆ
ａ
ｘ（
40
）５
５
７
２

③
電
子
メ
ー
ル

④
直
接
持
参　

総
合
政
策
課

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）、
住

所
（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
※

は
、
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
受
付
け
で
き
ま
せ

ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

 
sougouseisaku@

city.

shim
otsuke.lg.jp

議
会
報
告
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

下
野
市
議
会
で
は
、
市
民
と
の

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
市
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
て
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。
報
告
会
で
は
、

日
ご
ろ
の
議
会
活
動
や
９
月
に
開

催
さ
れ
た
第
３
回
定
例
会
の
結
果

に
つ
い
て
、
全
議
員
が
市
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
や
市
政
全
般
に
わ

た
る
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ

く
だ
さ
い

　

報
告
会
は
、
平
成
25
年
か
ら
年

１
回
開
始
さ
れ
、
今
年
は
石
橋
地

区
が
会
場
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
㈯

　

午
後
６
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

■
会
場　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

　

大
会
議
室
（
２
階
）

　
（
大
松
山
１
丁
目
７
番
１
号
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

議
事
課

　

☎（
40
）５
５
６
１

Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
口
広
場

バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
の
お
知

ら
せ

　

高
齢
者
な
ど
誰
も
が
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
、歩
道
の
段
差
・

勾
配
の
改
善
と
視
覚
障
が
い
者
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
等
を
行
い
ま

す
。
通
行
の
規
制
や
作
業
に
よ
る

騒
音
な
ど
何
か
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
工
事
の
早
期
完
成

に
努
め
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

平
成
27
年
８
月
〜
平
成
28
年
３
月

■
工
事
箇
所

　
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
口
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎（
48
）２
１
１
３

自治医科大学
附属病院

自
治
医
大
駅

国
道
４
号

下野市
新庁舎

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

工事
箇所
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第
28
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
や
ま

ぐ
ち
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

第
28
回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま

ぐ
ち
大
会
、
通
称
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
や
ま
ぐ
ち
大
会
が
10
月
17
日
㈯

か
ら
20
日
㈫
の
４
日
間
に
わ
た
り

山
口
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
に
下
野
市
か
ら
４
名
の
方
が

競
技
に
出
場
、
１
名
の
方
が
美
術

展
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
60
歳

以
上
の
方
が
参
加
対
象
で
、
健
康

と
福
祉
の
全
国
祭
典
と
し
て
、
昭

和
63
年
の
第
１
回
大
会
か
ら
全
国

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
栃
木
県
で
も
開

催
さ
れ
、
こ
こ
下
野
市
で
も
囲
碁

交
流
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
る
５
名
の
皆
さ

ん
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！
下

野
市
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

【
出
場
者
紹
介
】

　

①
氏
名
②
種
目
③
抱
負

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

　

８
月
２
日
告
示
の
下
野
市
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
は
、
市
内
３
選

挙
区
（
南
河
内
８
名
、
石
橋
７
名
、

国
分
寺
６
名
）
す
べ
て
の
立
候
補

者
数
が
定
数
と
同
数
と
な
っ
た
た

め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
協
同
組
合
・
農
業

共
済
組
合
・
土
地
改
良
区
・
市
議

会
か
ら
推
薦
を
受
け
、
選
任
さ
れ

た
８
名
を
合
わ
せ
て
29
名
の
農
業

委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
任
期
は

３
年
間
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
４
日
㈮
に
市
長
招
集
に
よ

る
第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
を
開

催
し
、
会
長
に
高
田
憲
一
氏
、
会

長
職
務
代
理
に
伊
澤
健
二
氏
、
近

藤
昇
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
田
会
長
は
就
任
に
際
し
、
農

業
委
員
は
地
域
農
業
者
か
ら
選
ば

れ
た
代
表
者
と
し
て
、
農
地
と
担

い
手
の
育
成
・
確
保
に
力
を
注
ぎ
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

各
農
業
委
員
の
担
当
地
区
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
議
席
順
に
、
氏

名
選
挙
・
選
任
別
、
担
当
地
区
を

紹
介
し
ま
す
。

※ 

農
地
の
売
買
等
権
利
移
動
や
農

業
者
年
金
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）２
１
１
６

氏　　名 担当地区 選挙・選任別
１ 松本　繁 的場、上坪山、東根、塚越 選 挙
２ 大島　久夫 絹板台、台坪山、西坪山 選 挙
３ 楡木　晴人 下原、西区、緑、一丁目～三丁目 選 挙

４ 大沼　澄雄
四丁目～六丁目、祇園町、成田、
祇園

選 挙

５ 梅山　茂 下長田 小 山 農 協
６ 大橋　保夫 上大領、中大領 選 挙

７ 小川　秀雄
町田上・下、谷地賀上・下、下文
挟、東田中

選 挙

８ 伊澤　健二 本吉田北、磯部 選 挙
９ 井上　正男 川東、川南 選 挙
10 大橋　正巳 柴北１・２・３ 選 挙
11 舘野　憲一 地久目喜、仁良川上・下 選 挙
12 藤沼　秀男 絹板 河 宇 共 済
13 相澤　康男 川島、上吉田、鯉沼、三王山 選 挙
14 若松　洋一 下古山２、若林 県 南 共 済
15 高田　憲一 上台 選 挙
16 近藤　昇 国分１・２・３ 選 挙
17 稲葉　昇 川西１・２、南国分、紫 土地改良区
18 渡邉　仁 柴南１・２・３・４・５ 選 挙
19 橋本　眞差子 東前原、下大領 議 会
20 手塚　庄一 細谷、橋本 選 挙
21 黒川　和子 西田中 議 会
22 毛塚　重男 上古山１・２・３ 選 挙
23 有野　一夫 石橋 選 挙
24 塩山　操一 本吉田南 宇都宮農協
25 牧野　正義 下町、仲町、上町、笹原 選 挙
26 大橋　幸子 川北 議 会
27 黒川　悟 入の谷、下石橋 選 挙
28 荒川　清光 下古山１・３、通古山 選 挙
29 若林　信夫 箕輪１・２、関根井 選 挙

①
関
本　

直
美
（
下
石
橋
）

②
囲
碁
（
主
将
）

③ 

『
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
初
対
面
で
す
が
、

心
を
寄
せ
合
い
頑
張
り
ま
す
』

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

①
鈴
木　

守
（
石
橋
）

②
剣
道

③ 

『
昨
年
の
栃
木
大
会
の
成
績
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
誇
り
を
胸
に
闘
い
ま
す
』

①
石
川
せ
い
子
（
緑
）

②
弓
道

③ 

『
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
目
標
に

頑
張
り
ま
す
』

①
青
柳　

早
苗
（
上
古
山
）

②
マ
ラ
ソ
ン

③ 

『
初
参
加
な
の
で
、
緊
張
せ
ず
に
楽
し

み
ま
す
』

①
古
島　

淑
子
（
小
金
井
）

②
洋
画
（
美
術
展
）

③ 

『
楽
し
み
で
始
め
た
絵
を
お
披
露
目
で

き
て
嬉
し
い
で
す
』
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第
５
回
定
期
歴
史
講
座

ご
案
内

　

下
野
市
周
辺
の
古
墳
な
ど
学
ぶ

歴
史
的
講
座
を
受
講
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催　

10
月
25
日
㈰

②
講
師  

下
野
市
教
育
委
員
会

　

橋
本　

高
志　

学
芸
員

　

木
村　

友
則　

学
芸
員

③ 

丸
塚
古
墳
・
オ
ト
カ
塚
古
墳
の

調
査
に
つ
い
て

④ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■

場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
（
講
堂
）

■
受
講
料

　

１
０
０
円
（
入
館
料
無
料
）

■
受
付
開
始

　

10
月
１
日
㈭
〜

■
募
集
人
数

　

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
ご
連
絡

　
（
先
着
順
）

第
６
回
定
期
歴
史
講
座

ご
案
内

　

下
野
市
周
辺
の
古
墳
な
ど
学
ぶ

歴
史
的
講
座
を
受
講
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催　

11
月
29
日
㈰

②
講
師  
栃
木
県
考
古
学
会
会
長

　

橋
本　

澄
朗　

氏

③ 

列
島
規
模
か
ら
み
た
下
毛
野
古

墳

　

小
さ
な
事
実
・
大
き
な
視
点

④ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■

場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
（
講
堂
）

■
受
講
料

　

１
０
０
円
（
入
館
料
無
料
）

■
受
付
開
始

　

11
月
５
日
㈭
〜

■
募
集
人
数

　

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
ご
連
絡

　
（
先
着
順
）

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編

布
（
あ
ん
ぎ
ん
）」
で
編
み
物
体

験
を
開
催
し
ま
す
。
素
敵
な
コ
ー

ス
タ
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご

参
加
で
き
る
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

10
月
17
日
㈯

②
体
験　

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
午
前
の
部
10
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
の
部
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

３
０
０
円
（
入
館
料
無
料
）

■
受
付
開
始

　

10
月
６
日
㈫
か
ら

■
募
集
人
数

　

午
前
の
部
15
名
（
予
約
制
）

　

午
後
の
部
15
名
（
予
約
制
）

　
【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
申
し
込
み　

　
（
先
着
順
）

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材

を
使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家
庭

で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ
ニ

ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

道
の
駅
し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家 

臼
居
芳
美 

先
生

　

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

■
受
付
方
法

　

電
話
（
９
：
30
〜
18
：
00
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
（
９
：
30
〜
24
：
00
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
け
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，２
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館　

☎（
44
）５
０
４
９

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付日

11/16 月

10：30～
13：00 秋の恵みたっぷりイタリアン

（ニョッキ（トマト・クリーム・キノコソース）・
ジャーサラダ）

10/14
14：30～

17：00

12/11 金

10：30～
13：00

アンコール！
ローストビーフで祝うXmasディ
ナー
（ローストビーフ・リゾット）

11/11
14：30～

17：00

※内容は、変更になる場合があります。

スケジュール　※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選び下さい。
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平
成
28
年
度
か
ら
の
人
間

ド
ッ
ク
検
診
助
成
額
等
変

更
の
お
知
ら
せ

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業
は
、

疾
病
の
早
期
発
見
や
健
康
保
持
増

進
に
効
果
を
発
揮
し
、
市
と
し
て

は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
と
同

様
、
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
事

業
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
も
、
長
く
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

安
定
し
た
財
政
運
営
及
び
公
平
性

の
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
来

年
度
よ
り
次
の
よ
う
に
助
成
額
等

の
変
更
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
変
更
内
容
】

■
国
民
健
康
保
険

（
助
成
額
の
変
更
）

・
現　

行　

検
診
費
用
の
７
割

・
変
更
後　

一
律
２
５
，０
０
０
円

■
後
期
高
齢
者
医
療

（
助
成
額
の
変
更
）

・
現　

行　

一
律
１
０
，０
０
０
円

・
変
更
後　

一
律
２
５
，０
０
０
円

（
助
成
対
象
医
療
機
関
の
拡
充
）

・
現　

行　

委
託
医
療
機
関
の
み

・
変
更
後　

 

委
託
医
療
機
関
以
外

で
も
助
成
可
能

※ 

現
行
で
は
、
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド

ッ
ク
助
成
事
業
に
お
い
て
大

き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
平

成
28
年
度
か
ら
は
、
両
者
同
じ

取
扱
い
と
な
る
よ
う
に
改
正

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

避
難
行
動
要
支
援
者
調

査
を
実
施
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
災
害

等
が
発
生
し
た
場
合
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
等
、
ハ
ン
デ
ィ

を
お
持
ち
の
方
に
は
、
災
害
時
の

行
動
に
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
時
等
に
要
支
援

者
の
生
命
や
身
体
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

民
生
委
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

次
の
と
お
り
実
態
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
う
え
で
、
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
者

① 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
及
び
高
齢
者
の
み

世
帯
の
方

② 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
の
方

③ 

療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ
１
・
Ａ
２
を

お
持
ち
の
方

④ 

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
方

■
調
査
方
法

　

高
齢
者
に
つ
い
て
は
地
区
担
当

の
民
生
委
員
が
直
接
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
実
態
調
査
時
に
同
意
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
は
民
生
委
員
が
訪

問
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
対
象

者
の
方
に
は
調
査
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
。

■
調
査
実
施
時
期

10
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

　

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

※
日
中
高
齢
者
の
み
の
方
、
特
定

疾
患
患
者
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方

① 
昼
間
、
家
族
が
仕
事
に
出
て
い

て
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
で
い

る
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の

み
世
帯
に
該
当
す
る
方

② 

特
定
疾
患
患
者
福
祉
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
こ
の
趣

旨
に
ご
了
解
い
た
だ
け
る
方

は
調
査
用
紙
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
登
録
し
ま
す
。

■
期
限　

12
月
25
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

①
に
つ
い
て
は
高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

②
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

「
検
察
審
査
会
」

　
「
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
、
ど

う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
の
費
用

は
一
切
無
料
で
、
秘
密
も
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
、
検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処

分（
刑
事
裁
判
に
か
け
な
い
処
分
）

が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
宇
都
宮
検

察
審
査
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
２
８（
３
３
３
）０
０
１
４

「
知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ

元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

　

県
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た
県

政
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
知
事

と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
各
地
域
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

■
開
催
期
日

　

12
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
（
２
時
間
程
度
を
予
定
）

■
開
催
場
所

　

南
河
内
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
広
報
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

自
動
交
付
機
停
止
の

お
知
ら
せ

　

シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
作
業
の
為

10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
、

自
動
交
付
機
が
停
止
し
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
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精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

統
合
失
調
症
に
つ
い
て
、
正
し

い
知
識
・
新
し
い
情
報
・
対
応
方

法
な
ど
を
学
び
あ
い
な
が
ら
、
こ

こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
を
深
く
理
解

し
、
障
害
を
も
つ
人
も
、
も
た
な

い
人
も
自
分
ら
し
く
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
10
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎 

４
階
大

会
議
室
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

■
内
容

　

社
会
資
源
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て■
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

■
定
員

　

会
場
の
都
合
で
定
員
を
設
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
※
要
予
約
）

■
申
込
み
締
切
り

　

12
月
３
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
健
康
支
援
課

　

☎
０
２
８
５（
22
）６
１
９
２

下
野
市
公
共
施
設
白
書

を
公
表
し
て
い
ま
す

　

本
市
の
全
て
の
公
共
施
設
（
道

路
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
）
を
対

象
と
し
、
現
状
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
将
来
に
向
け
た
課
題
や
管

理
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と

め
た
「
下
野
市
公
共
施
設
白
書
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
を
活
用
し
、
将
来
を
見
据

え
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
白
書
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
総

合
政
策
課
窓
口
（
国
分
寺
庁
舎
２

階
）
及
び
市
内
の
図
書
館
に
て
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

自
然
の
森
に
親
し
も
う

【
秋
】

〜
グ
リ
ム
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
〜

　

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
の
仕
組

み
や
様
子
を
学
ぶ
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

　

視
覚
、
触
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
を

使
っ
て
、
普
段
気
が
付
か
な
い
自

然
の
四
季
を
体
験
し
よ
う
！

■
日
時　

11
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
定
員　

20
名
程
度

■
対
象　

大
人
か
ら
子
供
ま
で

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
「
第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
だ
、
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
前
回

の
弔
慰
金
を
も
ら
っ
て
い
た
方
や

戦
没
者
の
遺
族
の
方
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
23
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

・
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

あ
な
た
の
手
話
を
地
域

福
祉
に
役
立
て
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

「
平
成
27
年
度
小
山
市
登
録
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
」
を
実
施
し
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

■
日
時

　

12
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

４
階

■
対
象

　

次
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
方

① 

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
に

在
住
の
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
の
方

② 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・ 

お
や
ま
地
区
手
話
講
習
会

（
新
）
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
」
、
ま
た
は
（
旧
）

「
基
礎
」
、
「
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」
の
い
ず
れ
か
の
修
了
者

・ 

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

（
新
）
「
通
訳
Ⅰ
」
も
し
く

は
「
通
訳
Ⅱ
」
、
ま
た
は

（
旧
）
「
基
本
」
、
「
応

用
」
、
「
実
践
」
の
い
ず
れ

か
の
修
了
者

・ 
栃
木
県
登
録
通
訳
者
の
う
ち
、

下
野
市
・
野
木
町
の
在
住
者

・ 

他
県
・
他
市
町
村
で
通
訳
経
験

の
あ
る
方
で
、
現
在
、
下
野

市
・
小
山
市
・
野
木
町
在
住

の
方

・ 

相
当
の
経
験
者
（
手
話
通
訳
学

科
卒
業
者
、
専
従
通
訳
経
験

者
等
）

■
試
験

　

筆
記
（
小
論
文
）、
実
技
（
①

読
み
取
り
②
聞
き
取
り
表
現
※
日

本
手
話
・
日
本
語
対
応
手
話
の
パ

タ
ー
ン
別
③
場
面
通
訳
）、
面
接

■
申
し
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
手
渡
し
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
用
紙
は
社
会
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

10
月
13
日
㈫
か
ら
11
月
12
日
㈭

ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
市
聴
覚
障
害
者
協
会
内

　

認
定
試
験
事
務
局　

　

担
当
者　

古
橋
浩
司

　

〒
３
２
３

－

０
０
１
２

　

小
山
市
羽
川
８
６

－

１
５

　

（
22
）０
７
５
１

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.10
45

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報

自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
「
が
ん
患
者
と
家
族

の
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
８
日
㈭
午
後
２
時

〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
（
本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ
）

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
分
子
標

的
薬
っ
て
何
だ
ろ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
治
医
科
大

学
附
属
病
院
が
ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援

学
校
交
流
学
習
発
表
会
「
あ

お
ぞ
ら
祭
」
の
お
知
ら
せ

■
会
場

　

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

■
期
日　

11
月
14
日
㈯

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

２
時
25
分

■
内
容

　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
・

訪
問
教
育
学
級
の
日
頃
の
学
習
成

果
・
交
流
活
動
の
発
表
（
演
技
発

表
・
作
業
製
品
販
売
・
模
擬
店
・

作
品
展
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　

柴
６

－

２

　

☎（
44
）５
１
２
１

「
ダ
ウ
ン
症
」を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

〜
家
族
が
写
し
た

ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
＆

染
色
体
の
仲
間
た
ち　

写
真
展
〜

　

1
/
1
，0
0
0
の
確
率
で
生

ま
れ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
「
ダ
ウ

ン
症
」
に
つ
い
て
誤
解
や
偏
見
が

な
い
よ
う
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
３
日
㈫
〜
８
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

　
（
３
日
は
正
午
〜
、
８
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

■
場
所

　

宇
都
宮
市
立
南
図
書
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー

　

宇
都
宮
市
雀
宮
町
56

－
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

21
ト
リ
ソ
ミ
ー
い
ち
ご
の
畑

　

atsukan@
titan.ocn.ne.jp

無
料
オ
カ
リ
ナ
入
門
講

座
開
講

■
日
時

　

11
月
12
日
、
26
日
、
12
月
10
日

　

午
後
３
時
〜
４
時

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
２
階　

視
聴
覚

室■
持
ち
物

　

オ
カ
リ
ナ
（
お
持
ち
で
な
い
方

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）・
筆
記

用
具

■
指
導
者

　

伊
澤
恵
子

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
澤

　

☎（
53
）７
８
０
５
（
留
守
電
に

お
名
前
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
折
り
返
し

連
絡
し
ま
す
。）

平
成
28
年
度　

保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
新
入
園
児

受
付
に
つ
い
て

■
受
付
期
間

○
１
号
認
定
（
教
育
標
準
時
間
認

定
）

　

９
月
８
日
㈫
〜
各
認
定
こ
ど
も

園
の
締
め
切
り
日

○
２
・
３
号
認
定
（
保
育
標
準
時

間
認
定
・
保
育
短
時
間
認
定
）

　

10
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

■
申
込
方
法

保
育
園　

こ
ど
も
福
祉
課
、
国
分

寺
庁
舎
市
民
課
、
南
河
内
図
書
館

２
階
市
民
課
に
て
入
園
申
込
書
を

受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
、

入
園
申
込
書
受
取
先
に
同
じ
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園　

ご
希
望
の
認
定

こ
ど
も
園
か
ら
入
園
申
込
書
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
希
望
ｂ
の
施
設
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
報
９
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
４

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

　

８
月
20
日
、
石
橋
公
民
館
に
て
、

１
周
年
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

■
日
程
・
場
所

○
南
河
内
公
民
館

　

10
月
２
日
㈮
・
11
月
６
日
㈮

　

原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に
開

催○
石
橋
公
民
館

　

10
月
８
日
㈭
・
12
月
10
日
㈭

　

原
則
、
偶
数
月
に
開
催

２
会
場
共
通
事
項

■
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
歌
集
貸

出
・
申
し
込
み
不
要
）

■
講
師　

三
好　

創
（
は
じ
め
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

　

代
表　

佐
藤

　

☎（
48
）１
６
６
３
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募　

集

姿
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

河
川
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

河
川
へ
の
親
し
み
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
で
14
回
目
と

な
り
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
14
日
㈯

　

午
前
８
時
開
始

　

※
１
時
間
程
度

■
場
所

　

市
内
の
姿
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
全
線
を
11
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
作
業

※ 
作
業
は
、
希
望
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

実
施
（
原
則
）。

■
参
加
対
象

　

市
内
在
住
者
及
び
在
勤
、
在
学

者■
申
込
期
間

　

10
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

☎（
48
）２
１
１
３

　

 
kensetsu@

city.shim
otsuke.

lg.jp

わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ

ス
ト　

２
０
１
５
栃
木

大
会
作
品
募
集

　

地
域
の
良
さ
を
発
掘
し
、
そ
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
に

30
秒
の
Ｃ
Ｍ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
募
集
作
品
の
テ
ー
マ

　

地
域
の
良
さ
を
発
掘
し
、
そ
の

魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
よ
う
。

■
募
集
期
限

　

11
月
20
日
㈮
ま
で

■
募
集
部
門

①
栃
木
県
部
門

②
自
治
体
部
門

③
Ｐ
Ｒ
部
門

■
応
募
規
定

　

ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
れ
ば
個
人
・

団
体
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

　

 
http://m

atidukuri.w
eb.

fc2.com
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
栃

木
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
２（
20
）３
３
２
２

　

info-m
ati@
cc9.ne.jp

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

平
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

姿
橋

紫
橋

御
使
者
橋

宮
前
橋

箕
輪
橋

雷
橋

上
河
原
橋

姿
橋

東
田
橋

長
田
橋

関
沢
橋

弥
五
郎
次
橋

姿
川
下
流

姿
川
上
流

①

弥
五
郎
次
橋
集
合

②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
集
合

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

車
場
）
集
合

姿
橋
集
合

上
河
原
橋
集
合

雷
橋
集
合

箕
輪
橋
集
合

宮
前
橋
集
合

御
使
者
橋
集
合

紫
橋
集
合

東
田
橋
（
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ー
ク
駐

車
場
）
集
合

栃木税務署からのお知らせ
■平成27年分　年末調整説明会のお知らせ
　給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催します。
　 説明会では「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」
などのパンフレットを用いて説明いたしますので、ご出席の際にはお持ちください。

対　　　　象 開　催　日 開　催　時　間 開　催　場　所

下野市・小山市・野木町を納
税地とする源泉徴収義務者 11月20日㈮

午前10時～正午 小山市立文化センター大
ホール小山市中央町1-1-1午後２時～４時

栃木市・壬生町を納税地と
する源泉徴収義務者 11月24日㈫

午前10時～正午 栃木市栃木文化会館大
ホール栃木市旭町12-16午後２時～４時

　都合により、指定された会場に出席できない場合には、他の会場に出席することができます。
　ご不明の点につきましては、下記までお気軽に問い合わせください。
■問い合わせ先　栃木税務署　法人課税第一部門　　☎０２８２－２２－０８８５（代表）
　自動音声案内の「２」をお選びください。
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くらしの情報
　

市
民
農
園
は
、
野
菜
作
り
や
花

作
り
を
通
じ
て
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
目
指
す
と
と
も
に
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
促
進
し
、「
ふ
る

さ
と
意
識
や
郷
土
愛
」
を
育
み
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
利
用
期
間
（
２
年
間
）

が
終
了
し
ま
す
の
で
、
次
の
利
用

期
間
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
名
称

　

下
野
市
市
民
農
園

■
所
在
地

　

下
野
市
薬
師
寺
２
８
５
０
番
地

１■
利
用
者
組
織

　

市
民
農
園
利
用
者
の
会

　
（
入
会
が
条
件
と
な
り
ま
す
）

■
利
用
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
30
年
３
月
31
日

■
募
集
区
画
数
等

　

20
㎡
〜
45
㎡
ま
で
の
８
サ
イ
ズ

１
０
２
区
画

■
利
用
料
等

　

年
額
１
㎡
当
り
２
０
０
円

※ 

決
定
通
知
は
、
２
月
末
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。
利
用
者
説
明
会

は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

下
野
市
農
業
公
社
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
提
出
願
い

ま
す
。
な
お
申
込
用
紙
は
公
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で

き
ま
す
。

※ 
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※ 

抽
選
で
引
き
続
き
利
用
す
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
現
在
利
用

し
て
い
る
区
画
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

10
月
26
日
〜
11
月
27
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
下
野
市
農
業
公
社

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
７

下
野
市
農
村
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
協
議
会
員
の
募
集

に
つ
い
て

〜
料
理
講
習
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

会
で
は
、
農
業
の
振
興
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
農
業
や

生
活
改
善
に
つ
い
て
、
研
究
活
動

に
必
要
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
料
理
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
農
家
以
外
の
女
性
の
方

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
活
動

に
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
30
分
（
終
了
予
定
）

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き

ら
ら
館　

調
理
室

■
参
加
費　

一
人
８
０
０
円

■
内
容　

香
辛
料
か
ら
作
る
カ
レ

ー（
市
販
の
ル
ー
は
使
い
ま
せ
ん
）

■
参
加
資
格　

20
歳
以
上
の
女
性

■
申
込
締
切　

10
月
29
日
㈭

■
定
員　

先
着
５
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
48
）２
１
４
３

　

史
跡
下
野
薬
師
寺
跡
ふ
る
さ
と

歴
史
の
広
場
、
下
野
薬
師
寺
歴
史

館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
あ
た

っ
て
は
、
下
記
の
養
成
講
座
の
受

講
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
全
６
回

の
う
ち
４
回
以
上
の
出
席
者
に
は
、

修
了
証
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
定
書

を
交
付
し
、

次
年
度
か

ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と

し
て
活
動

し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
講
座
の

み
の
受
講

も
可
）

　

今
ま
で
の
受
講
者
は
、
下
野
薬

師
寺
歴
史
館
の
展
示
解
説
・
勉
強

会
、
植
木
の
剪
定
作
業
、
梅
の
実

の
収
穫
作
業
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※ 

現
在
、
下
野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
が
発
足
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
場
合
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
な
ど
で

年
会
費
２
，０
０
０
円
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

10
月
１
日
㈭
〜
21
日
㈬

■
募
集
対
象
者　

一
般

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
・
窓
口

■
申
し
込
み
先　

下
野
薬
師
寺
歴

史
館　

☎（
47
）３
１
２
１
（
土
日

も
受
付
可
。
月
曜
・
第
３
火
曜
日
・

祭
日
の
翌
日
休
館
）

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

5

史
跡
下
野
薬
師
寺
跡
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
及
び
受
講
者
募
集

開催日時 講座内容 講師

第１回
10月22日（木）

ボランティアについて 生涯学習文化課
午前10時

第２回
11月19日（木）

下野市内の文化財について 生涯学習文化課
午前10時

第３回
12月17日（木）

下野薬師寺について① 生涯学習文化課
午前10時

第４回
１月14日（木）

下野薬師寺について② 生涯学習文化課
午前10時

第５回
２月18日（木）

下野薬師寺について③ 生涯学習文化課
午前10時

第６回
３月予定

先進地視察研修 生涯学習文化課
午前８時30分～

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給　

１
，０
５
０
円

保
健
師
：
時
給　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入
（
時
短

勤
務
除
く
）

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
7
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

　

石
橋
５
５
２
番
地
４

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　

10
月
22
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）２
３
５
０

10
月
20
日
〜
26
日
は
行
政

相
談
週
間
で
す

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
な
ど
で
お
困
り
の
際
は
、

行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
を
受
け
る
と
、

そ
の
声
を
解
決
や
実
現
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
や
改

善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

■
相
談
場
所
・
相
談
日

　

行
政
相
談
は
次
の
と
お
り
開
設

し
て
い
ま
す
。

⑴
き
ら
ら
館

　

毎
月
第
３
週
の
月
曜
日 

⑵
ゆ
う
ゆ
う
館

　

毎
月
第
３
週
の
火
曜
日 

⑶
ふ
れ
あ
い
館

　

毎
月
第
３
週
の
金
曜
日 

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
栃
木
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

　

☎
０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
１
４
０
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

10
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

小
山
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
調
停
相
談
会
（
無
料
）
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
27
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

道
の
駅
思
川　

小
山
評
定
館

　

小
山
市
下
国
府
塚
25

－

１

　

☎（
38
）０
２
０
１

■
相
談
内
容

　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故

そ
の
他
民
事
に
関
す
る
事
項
（
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
調
停
協
会

　
（
小
山
簡
易
裁
判
所
内
）

　

☎（
22
）０
５
３
６

栃
木
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

10
月
９
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
７
時

■
場
所

　

イ
オ
ン
栃
木
店

　

２
階
美
容
室
横
特
設
会
場

　
（
栃
木
市
箱
森
町
３
７

－

９
）

■
対
応
者

　

栃
木
県
労
働
委
員
会
の
委
員

（
弁
護
士
等
）

■
相
談
内
容

　

労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

■
そ
の
他

　

費
用
無
料
、
予
約
者
優
先
（
当

日
参
加
も
可
）、
相
談
時
間
１
時

間
以
内
（
目
安
）

■
予
約
・
問
い
合
せ
先

　

栃
木
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
３
３
７

行
政
書
士・土
地
家
屋
調
査
士
に

よ
る
法
の
日
合
同
無
料
相
談
会

　

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
に

在
住
の
方
を
対
象
に
行
政
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
合
同
の

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

行
政
書
士
へ
の
相
続
に
関
す
る

相
談
や
、
土
地
家
屋
調
査
士
へ
の

境
界
確
定
、
測
量
及
び
新
築
登
記

に
つ
い
て
等
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
３
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
場
所

　

道
の
駅　

思
川　

小
山
評
定
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

青
木
裕
一
☎（
32
）8
1
8
6

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

　

松
本　

悟
☎（
45
）6
1
1
1
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予

約
は
手
軽
で
便
利
で
す
が
、
何

か
あ
っ
た
際
に
連
絡
が
取
れ
な
い

等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。

対
面
で
の
説
明
が
な
い
た
め
、
条

件
や
規
約
等
は
自
分
で
よ
く
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

利
用
す
る
際
は
、
旅
行
業
登
録

の
有
無
や
問
い
合
わ
せ
方
法
、
契

約
条
件
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。旅
行
業
の
登
録
業
者
で
あ
れ
ば
、

倒
産
な
ど
で
契
約
が
実
行
さ
れ
な

い
場
合
で
も
、
保
証
金
制
度
に
よ

り
支
払
っ
た
お
金
が
戻
っ
て
来
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。困
っ
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

〜
女
性
活
躍
推
進
法
〜

８
月
28
日
、「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」（
女
性

活
躍
推
進
法
）
が
成
立
し
ま

し
た
。

３
０
１
人
以
上
の
労
働
者

を
雇
用
す
る
企
業
は
、
来
年

４
月
１
日
ま
で
に
、
自
社
の

女
性
の
活
躍
状
況
を
把
握
し

て
課
題
分
析
を
行
い
、
行
動

計
画
を
策
定
し
て
国
へ
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
女
性
の
活
躍

状
況
と
は
、
①
採
用
者
に
占

め
る
女
性
比
率
②
勤
続
年
数

の
男
女
差
③
労
働
時
間
の
状

況
④
管
理
職
に
占
め
る
女
性

比
率
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

行
動
計
画
に
は
、
計
画
期

間
、
数
値
目
標
、
取
組
内
容
、

取
組
の
実
施
時
期
を
盛
り
込

み
ま
す
。
３
０
０
人
以
下
の

企
業
は
、
努
力
義
務
で
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

１
９
８
５
年
に
制
定
さ
れ
て

か
ら
30
年
、
女
性
が
働
く
こ

と
へ
の
意
識
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
成

立
に
よ
り
雇
用
管
理
の
あ
り

方
を
変
革
す
る
と
き
が
来
た

と
言
え
ま
す
。

下
野
市
は
、
東
に
鬼
怒
川
と

田
川
、
西
に
思
川
と
姿
川
が
流

れ
古
来
よ
り
開
け
た
平
坦
な
土

地
の
た
め
稲
作
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

人
は
実
り
の
秋
に
稲
穂
を

見
て
自
然
に
感
謝
し
、
実
る
ほ

ど
頭
を
た
れ
る
姿
を
見
て
、
優

れ
た
人
格
者
が
温
和
で
高
飛
車

で
は
な
い
姿
を
重
ね
「
実
る
ほ

ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」
と

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
若
い

と
き
は
、
稲
穂
の
実
る
時
期
に
、

青
々
と
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
麦
穂

の
よ
う
に
、
踏
ま
れ
れ
ば
ま
す

ま
す
強
く
な
り
、
実
っ
て
も
真

っ
直
ぐ
上
を
向
い
た
生
き
方
を

し
ま
す
が
、
人
生
も
折
り
返
し

地
点
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
稲

穂
の
よ
う
に
、
謙
虚
で
温
和
な

生
き
方
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
穂
は
、
一
番
実
り
の
よ

い
茎
が
、
一
番
低
く
垂
れ
ま
す
。

人
も
人
生
を
重
ね
る
た
び
に
低

く
頭
を
垂
れ
て
生
き
た
い
も
の

で
す
。
緑
色
の
麦
穂
と
金
色
の

稲
穂
を
観
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
秋
の

さ
わ
や
か
な
風
が
一
面
の
稲
穂

を
揺
ら
し
収
穫
の
喜
び
を
感
じ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
収
穫
と
い
え
ば
、

下
野
市
で
は
地
産
地
消
と
秋
の

農
作
物
の
収
穫
を
祝
い
、
直
径

２
・
５
ｍ
の
大
な
べ
で
芋
煮
会

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
食
材
と
下
野
市
の
特
産
品

「
か
ん
ぴ
ょ
う
が
」
た
く
さ
ん

入
っ
た
美
味
し
い
芋
汁
を
食
べ

に
き
て
く
だ
さ
い
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
の
」で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
旅
行
申
し
込
み
は

よ
く
確
認
を
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 51ページ
古山のかかしまつり　

「カンピくん」▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
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くらしの情報

小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
④⑥ ①⑤ ②⑥

4 5 6 7 8 9 10
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
11 12 13 14 15 16 17
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
18 19 20 21 22 23 24
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
25 26 27 28 29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

13日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

20日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
21日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
10月13・20日、11月10日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 10月27日㈫
法律相談 10月8日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
10月19日､ 11月2･9日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 10月26日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
10月9・16日、11月6・13日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　10月23日㈮

会場：ふれあい館
■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

10
月
天平公園 柴工業団地協議会

花広場 シルバー大学同窓会

11
月
天平公園 ＪＡおやま女性会国分寺支部

花広場 お話ポケットの会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　11月2日㈪
市県民税 第３期
国民健康保険税 第４期
介護保険料 第４期
後期高齢者医療保険料 第４期
■納期限　11月2日㈪
国民年金保険料 ９月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 1 0 ･ 2 4 日㈯
場所    南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

10
October

きらら館は
トレーニング室



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.10
51

2

6

7

8

9

10

11

12

17

18

19

20

Shimotsuke-City Topics　まちの話題

マイナンバー制度スタート

しもつけ市民芸術文化祭 2015

文化・スポーツ表彰制度

Let’s SPORTS

新・下野市風土記

学童保育入所希望の受付について

小規模特認校（細谷小）

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

21

26

27

28

29

30

31

32

33

35

36

52

保健だより

医療コラム

地域包括支援センターだより

図書館 Library Information

読書人

第 10 回市民農園まつり

市民活動補助事業・

市制 10 周年記念市民提案事業

自治基本条例

国民年金だより

男女協働アンケート

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
ひ
ま
わ
り
の
数　

②
カ
ン
ピ
く
ん
の
ま
ゆ
げ　

③
ひ
ま
わ
り
の
葉（
カ
ン
ピ
く
ん
の
左
耳
近
く
）

今月の何の日

10
月
14
日

鉄
道
の
日

１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
10
月
14
日
に

東
海
道
線
（
新
橋
駅
〜
横
浜
駅
）
が
開
業
し

た
こ
と
と
、
１
９
２
１
年
（
大
正
10
年
）
10

月
14
日
に
鉄
道
開
業
50
周
年
を
記
念
し
て
初

代
鉄
道
博
物
館
が
開
館
し
こ
と
か
ら
、
鉄
道

省
に
よ
り
鉄
道
記
念
日
と
制
定
さ
れ
ま
し
た

（
の
ち
に
運
輸
省
が
「
鉄
道
の
日
」
と
改
称
）。

日
本
に
お
け
る
鉄
道
の
建
設
計
画
が
本
格

化
し
た
の
は
、
明
治
維
新
後
ま
も
な
く
の
こ

と
で
し
た
。
西
洋
に
な
ら
っ
た
近
代
化
を
目

に
見
え
る
形
で
示
そ
う
と
、
明
治
政
府
の
伊

藤
博
文
・
大
隈
重
信
ら
が
中
心
と
な
っ
て
建

設
は
押
し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
日
本

は
船
に
よ
る
海
上
交
通
が
主
流
で
し
た
が
、

鉄
道
の
登
場
に
よ
っ
て
陸
上
交
通
で
の
貨
物
・

人
員
の
輸
送
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
名
実
と

も
に
鉄
道
は
日
本
の
近
代
化
の
象
徴
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
で
は
、
鉄
道
が
国
民
に
広
く
愛
さ
れ
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
が
よ
り

深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
、
国
や
鉄
道
事
業
者

な
ど
が
「
鉄
道
の
日
」
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

毎
年
多
彩
な
行
事
を
全
国
各
地
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

参
考
資
料
：
国
土
交
通
省

（

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/tetudo/

tetudo_tk1_000004.htm
l

）

市民体育祭キンボール大会が開催されました。キンボー
ルは、直径 122cm、重さ１kgのボールをピンク・グレー・
ブラックに分かれた 3つのチームがヒットとレシーブに
より得点を競うゲームです。ヒッターは必ず「オムニキン」
とコールして打たなければならず、その掛け声が体育館
に響き渡り、よりゲームを盛り上げます。



■人口と世帯（９月１日現在）
　　人口／60,237人（-24）、男性／29,983人（-24）、女性／30,254人（±0）、世帯数／22,872世帯（+14）

皆
さ
ん
、
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
優
勝
し
た
国
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

そ
う
、
ド
イ
ツ
で
す
！
私
自
身
、
ド
イ

ツ
が
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
と
き
の
興
奮
が
ま
だ
冷
め
て

い
ま
せ
ん
！
サ
ッ
カ
ー
は
ド
イ
ツ
で
最

も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ

の
す
べ
て
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
昨
年
の
優
勝
は
、

１
９
９
０
年
の
優
勝
以
来
、
長
い
時
間

が
経
っ
て
い
た
の
で
、
ド
イ
ツ
人
が

ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
り
、

大
変
特
別
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
の
大
会
は
、
41
年
間
の

東
西
分
離
が
終
わ
り
、
統
一
さ
れ
た
ド

イ
ツ
と
し
て
初
め
て
の
大
会
出
場
で
あ

り
、
そ
し
て
見
事
に
ド
イ
ツ
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
優
勝
の
熱
気
と
「
で
き

る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
は
、
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
統
一

後
の
国
に
充
満
し
て
い
き
ま
し
た
。

同
様
に
、
１
９
５
４
年
の
ド
イ
ツ

に
と
っ
て
最
初
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

優
勝
も
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
の
中
で
重

要
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
が
原
因
と
な
っ
て
始
ま
り
、
そ
し
て

敗
戦
国
と
な
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
は

１
９
４
５
年
に
終
わ
り
を
迎
え
、
そ
れ

か
ら
ド
イ
ツ
は
復
興
に
向
け
て
再
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
１
９
５
４
年

の
優
勝
は
、
新
た
な
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
て
い
る
中
で
の

タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
歴
史

の
転
換
点
の
象
徴
と
し
て
「W

under 
von Bern

」（
ベ
ル
ン
の
奇
跡
）
と

呼
ば
れ
ま
す
。
日
本
も
同
じ
よ
う
に
、

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、

戦
後
復
興
と
高
度
経
済
成
長
の
始
ま
り

の
象
徴
と
な
り
ま
し
た
ね
。

ド
イ
ツ
を
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
に

導
い
た
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、
チ
ー

ム
の
新
し
い
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
で
し

た
。
特
に
ド
イ
ツ
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

使
用
さ
れ
た
ス
パ
イ
ク
は
、
は
る
か
に

軽
量
で
あ
り
、
グ
リ
ッ
プ
が
大
変
良

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特

別
な
ス
パ
イ
ク
は
、
ア
ド
ル
フ
・
ダ
ス

ラ
ー
氏
に
よ
り
発
明
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ド
ル
フ
・
ダ
ス
ラ
ー

は
ど
ん
な
人
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
彼

は
有
名
な
ブ
ラ
ン
ドA

ddidas

の
創
業
者

で
す
。
そ
し
て
彼
の
兄
で
あ
る
ル
ド
ル

フ
・
ダ
ス
ラ
ー
は
別
の
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ

ブ
ラ
ン
ドPUM

A

の
創
業
者
で
す
。
ダ

ス
ラ
ー
兄
弟
は
ま
ず
ダ
ス
ラ
ー
兄
弟
商

会
と
い
う
靴
工
場
を
一
緒
に
設
立
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
意
見
対
立
に
よ
り
ダ

ス
ラ
ー
兄
弟
商
会
は
解
消
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
て
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
会
社
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
は
、

皆
さ
ん
も
知
っ
て
の
通
り
現
在
ま
で
続

い
て
お
り
、
世
界
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ン
ド
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
成
功
し
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
開
発

を
促
し
、
国
全
体
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
事
件
の
一
部
は
、

ド
イ
ツ
映
画
の
「W

under von Bern

」

（
ベ
ル
ン
の
奇
跡
）
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
壮

大
な
映
画
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
一
緒
に
１
９
５
４
年
へ

旅
に
出
ま
し
ょ
う
！

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
11
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

M
ovie Tim

e! 

「
ベ
ル
ン
の
奇
跡
」

　

今
回
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

映
画
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。
鑑
賞
す
る

映
画
は
、
ド
イ
ツ
映
画
「
ベ
ル
ン
の
奇

跡
」（
日
本
語
字
幕
付
き
）
で
、
上
記

の
国
際
交
流
員
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
、

１
９
５
４
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ス

イ
ス
大
会
で
の
ド
イ
ツ
優
勝
が
ス
ト
ー

リ
ー
の
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
鑑
賞
後
に
は
皆
さ
ん
の
意
見
・
感

想
を
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
ド
イ
ツ
の

歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
、
温
か
い
ド
ラ

マ
に
感
動
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
：
平
成
27
年
10
月
30
日
㈮

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
場
所
：
石
橋
公
民
館　

２
０
１
会
議

室
（
下
野
市
石
橋
４
１
６
）

■
定
員
：
１
０
０
名

■
参
加
費
：
無
料

■
申
し
込
み
：
不
要
。
当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
下
野
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

ベ
ル
ン
の
奇
跡

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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発
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■
U
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.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
27年

10月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。

携帯電話
市ホームページ

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流


